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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





この物語はフィクションであり、実在の人物・団体とは関係がございません。







　Ｃｏｎｔｅｎｔｓ







序章．ダンジョンと伯爵令嬢

１章．ダンジョン温泉の女主人おかみ

２章．女主人おかみのペット

３章．脱走の罠

４章．脱走の罰は甘美なご褒美

５章．ペット堕ち宣言

６章．ヒトイヌとして

終章．ヒトイヌ暮らしのなかで















序章．ダンジョンと伯爵令嬢




　勇者クレームヒルトが、激闘の末に魔王バルベルを倒して幾年月。

　彼を始祖とするクレームヒルト王国は、その威光をもって周辺の国々を統合、今や実に大陸の７割を支配する覇者となっていた。

　その王国の北方、王家と姻戚関係を結ぶ有力貴族エーデルハルト伯爵家の領内に、深いダンジョンがある。

　そこはかつて、地上の支配を目指した魔王バルベルが門を築き、魔界と地上の通路とした場所。魔界の王が倒されたあとも、強力な魔物が跳ちょう梁りょう跋ばっ扈こする文字どおりの魔窟であった。

　とはいえ、それは古いにしえのこと。危険な魔物どもは人知れず何者かに討伐され、現在出没するのは最弱クラスに分類されるものばかり。

　今や冒険初心者の鍛錬に最適とされるばかりか、護衛さえつけていれば、一般の婦女子でも安心して探索できる観光地と化していた。

　だがそれは上層階か、せいぜい中層階まで。下層階、とりわけかつて魔界の門があったとされる最下層は、熟練冒険者を揃えたパーティでないと立ち入れないとされていた。

　実際、ダンジョン最下層の最深部に到達し、戻ってきた冒険者は数少ない。特に男性冒険者で、そこまでたどり着いた者は皆無と言われている。

　その理由はわかっていない。

　最下層まで到達し、戻ってきた女性冒険者からも、特別不審なものがあったという報告はない。

　かつてあったとされる魔界の門の痕跡すらなく、最強クラスの魔物が出現するわけでもない。

　ただごく一部の者が、そこに冒険者の心身の疲れを回復させる施設があったと証言しただけ。

　ダンジョン最深部は、いまだ謎のベールに包まれて──。




　まことしやかに伝えられるダンジョンの伝説をお供の騎士に語った娘は、エーデルハルト伯爵令嬢コリーナである。

　赤みがかった金髪をうしろで束ねてリボンで結び、馬の尻尾ポニーテールのように垂らした髪型。スッとまっすぐ通った鼻び梁りょうとわずかに膨らんだ小鼻に、やや厚めの唇。太めの眉は表情豊か。深みのある碧あおの瞳は、くるくるとよく動く。

　あと何年かすれば絶世の美女になるであろう彼女の容姿は、今は美貌より愛らしさが勝る印象。

「お父さまの領地に、謎のダンジョンがあるなんて、許せませんわ。このわたくしが、探索して謎を解き明かしてみせましょう」

　可愛らしい伯爵令嬢の無邪気な言葉に、ふだんは武ぶ張ばった護衛の騎士も、思わず相好を崩してしまう。

「きゃっ!?」

　勇ましく宣言した直後、ほかの観光客とぶつかりそうになり。

「ご、ごめんあそばせ」

　焦りつつも優雅に挨拶する姿を見れば、ついつい頰が緩んでしまう。

「とはいえイングリッドねえさまなら、ダンジョン最深部の謎も、簡単に解き明かすのでしょうね」

　接する誰もが自然と笑顔になる、陽だまりのようなコリーナが〝ねえさま〟と呼んで慕うのが、従姉妹のイングリッド・クレームヒルト。王女でありながら、王都を護る近衛騎士団長を務める姫騎士である。

　もちろん、母王妃譲りの美貌と王族の立場を利用して、その地位を得たわけではない。

　男性騎士が束になっても敵わない剣技の冴えと高潔な騎士精神でもって、騎士仲間に強力に推され、成人とともに騎士団長に就ついたのが２年前。

　以来、イングリッドは王都で安穏と暮らすことなく、王国各地に残る魔王バルベルの遺構たる塔やダンジョンを攻略。魔王に奪われ消息不明になっていた数々の宝物を持ち帰り、今や彼女自身も王国の宝と称されるほどの、国民的人気を誇っていた。

「ああ、わたくしもねえさまのような、美しくも強い騎士になりたいわ」

　姫騎士イングリッドの勇姿を思い出し、うっとりするコリーナだが、彼女に騎士としての経験はない。

　騎士経験どころか、野駆けハイキング用の丈が短いドレスの腰に革帯で吊っている護身用の剣を、抜いたことすらない。

　そんな彼女が従姉妹の姫騎士の冒険譚にならい探索の真似事をするには、半ば観光地化したダンジョン上層階は最適の場所だった。

「さあ、参りますわよ、イングリッドねえさまのように威風堂々と！」

　道案内の看板が点在するほど人の手が入れられたダンジョン内を、令嬢コリーナがずんずん突き進む。

　とはいえ、危険が皆無というわけではない。

「お嬢さま、お待ちください。そんなに急がれては……」

　騎士が先々進むコリーナをたしなめようとしたとき、一行の前にスライムの群れが現われた。

　スライムは、このダンジョンでは数少ない半透明のゲル状の身体を持つ魔物である。毒を持つ種もあるが、現われたスライムは通常種。全魔物中最弱のひとつとされている。

　だが身体がゲル状であるゆえ、剣や槍による物理攻撃は通りにくい。

「ひっ……!?」

　スライムの突然の襲撃に、コリーナが驚き、凍りつく。

「危ない、お嬢さま！」

　いち早く剣を抜いた騎士が、コリーナを襲おうとしていたスライムを斬りつけた。

　しかし、踏み込みが甘かった。

　一刀両断にすることは叶わず、斬られたスライムはプルプルと蠢うごめきながら再生していく。

「よりによってスライム、しかも群れで現われるとは……こんなとき、魔導師どのがいてくれれば……」

　大剣を抜き、隙すきなくかまえる騎士が魔導師どのと呼んだのは、フリーダ・アーフェン。かつて姫騎士イングリッドに仕え、今は伯爵家でコリーナつき家庭教師兼おつきメイドを務める魔導師である。

　魔法を駆使した戦闘が得意なフリーダがいれば、群れごと一撃で片づけられるだろう。しかし、本日彼女は屋敷の所用で同行できなかった。

　むろん騎士がスライムごときにおくれをとることはないが、剣の攻撃で１匹ずつ倒すには時間がかかる。

「お嬢さま、離れていてください！」

　長期戦に備え、万が一にも令嬢に危害が及ばないよう、騎士がコリーナを下がらせる。

「は、はい……」

　さっきまでの威勢のよさはどこへやら、護身用の剣を抜くことすらできず、震えてあとずさるコリーナ。

　そこで、伯爵令嬢が地面の凸でこ凹ぼこにつまずいた。

「きゃっ!?」

　短く悲鳴をあげ、とっさに岩の壁に手をつく。

　そのときである。

　ガコン。

　コリーナがつかんだ岩が動き、そこに人ひとり楽に通れるほどの穴が開いた。

「えっ!?」

　支えを失い、バランスを崩したコリーナの姿が、壁の穴に消える。

　直後、再び岩が閉じた。

「お嬢さま、ご無事で……ッ!?」

　そして騎士がスライムの群れを討伐し終えたとき、背後に彼が護るべき伯爵令嬢の姿はなかった。




「きゃあああああーッ！」

　悲鳴をあげながら、コリーナは落ちていく。

「誰か助けてええーッ！」

　助けを呼べど、駆けつけてくれる者などいるはずもなく、際さい限げんなく落下していく。

　とはいえ、垂直に自由落下しているわけではない。

　角度的には30度くらいか。まるで滑り台のように、柔らかくなめらかなチューブの中を、斜め下に滑り落ちている感じ。

　速度が一定以上に上がることもなく、そのため摩擦熱でお尻が火傷しそうになることもない。

　そのことに気づいて、コリーナに少しだけ余裕ができた。余裕ができて冷静さを取り戻し、滑り落ちながら考える。

　おそらく壁のしかけは、ダンジョンの主人あるじが作った罠トラップ、あるいは近道だ。

　前者なら、侵入した冒険者を、さらなる凶悪な魔物が徘徊する下層階へ落とすための。後者なら、自らが棲すまう下層階へ瞬時に移動するための──。

　冷静さを取り戻し、そこまで考えて、コリーナは再び余裕を失った。

「どっちにしても、向かう先は下層階では!?」

　そう気づいて、落下に抗おうとする。

「止まれ、止まれーッ！」

　叫びながら手を横に伸ばし、突っぱるようにチューブの壁に触れてみる。

　しかし、無駄だった。お尻が滑っている部分同様、柔らかくツルツルの壁を手で押しても、できたのはわずかに速度を落とすことだけ。落下を止めるほどの制動力を得ることはできず──。

「きゃあああッ！　落ちるうーッ！」

　やがてコリーナの身体は、虚空に放り出された。

　一瞬、宙を舞う。

　直後、なにかの上にドスンとお尻から落ちた。

「あいたた……」

　お尻をさすりながら、立ち上がる。

　とはいえ、柔らかいものの上に落ちたおかげで、大した怪我はないようだ。

「よかったぁ」

　胸をなで下ろして立ち上がり、なにに尻もちをついたのかを確認するため振り返って、コリーナは凍りついた。

　でっぷり超えた緑色の身体。丸太のような腕と脚。豚か猪いのししのような顔。落下してきたコリーナの下敷きになり、白目を剝むいて倒れているその魔物は──。

「お、お、お、お、オークぅううう!?」

　魔物の中では中程度の存在。熟練の騎士や冒険者なら、ひとりでも討伐できないことはない。しかも、今は失神している。

　しかし精力がきわめて強く、女と見れば種族かまわず襲うといわれる魔物を見て、コリーナはパニックに陥った。

「いやああああーッ！」

　叫んで駆けだす。

「誰かぁあああーッ！」

　悲鳴をあげて、何度か転びながら、一目散に逃げる。どこに逃げるべきなのかわからないまま、少しでもオークから離れたくて。

　そのとき、コリーナの瞳が前方に人影をとらえた。

　複数いるようだ。冒険者か。ここがダンジョン下層とすれば、熟練の冒険者だろう。

「助けてぇええーッ！」

　その者たちを頼りにしようと、駆け寄るコリーナ。

　しかしその人影は、冒険者ではなかった。冒険者どころか、人でもなかった。

「ご、ご、ご、ご、ゴブリンんんんッ！」

　小柄で、体型がオークより人に近い。そのせいで遠目には人に見えたが、コリーナが助けを求めた相手は、ゴブリンの群れだった。

「ひぃいいいッ！」

　慌てて急ブレーキ。コリーナを見つけて甲高い声でわめくゴブリンの群れの直前で止まる。

「よ、寄るなあーッ！」

　違う。ゴブリンが寄ってきたわけではない。寄っていったのは、コリーナのほうだ。

　しかし、それはパニック状態の彼女にはわからないこと。

「来るなぁあーッ！」

　生まれて初めて剣を抜き、あろうことか、それをゴブリンに向かって投げつけた。

　パニックを起こしたがゆえの無謀な行為。しかし、このたびはそれが功を奏した。

　コリーナの剣は、ただの護身用の剣。ただし、大陸の覇者クレームヒルト王国の有力貴族エーデルハルト伯爵が、愛娘にねだられて当代一の刀剣鍛治や彫金職人を動員して作らせた逸品。もはや、宝剣と呼んでも差し支えない業わざ物もの。

　オークよりは知能が高く、そのぶん物欲の強いゴブリンが、その剣に群がる。群がって、奪い合いを始める。その混乱に乗じて、コリーナはその場から一目散に走り去った。

　男性冒険者でたどり着いた者はおらず、到達した女性冒険者の一部は戻ってこられなくなるという、ダンジョン最深部に向かって。





１章．ダンジョン温泉の女主人おかみ




　どこをどう走ったのか、まったく憶えていない。

　息が切れ、走れなくなってからどこをどう歩いたのかもわからない。

　気づくとあたりには薄桃色の霧、いやもしかすると霞かすみか、ともあれ甘ったるい匂いの煙のようなものが立ち込めていた。

（これは……？）

　なんだろうか。ダンジョン内に霧が出るなんて、聞いたことがない。

　とはいえその匂いを嗅ぐうち、気持ちが落ち着いてきた。落ち着くと、恐怖も不安も和らいできた。

　この先に向かえば、なにかいいことがありそうで、絶望的な状況が好転しそうで。根拠はないけれどそんな気がして、コリーナは誘いざなわれるように歩き続ける。

　もう、恐ろしい魔物も出現しない。この霧の中にいれば、出現しないということがなんとなくわかる。

　やがて、霧状の物質の正体を気にすることもなくなった頃、不意に視界が開けた。

　気づくと、霧は晴れていた。

　そして目の前には、奇妙な建物。

　アーチ形にカーブを描く、二段重ねの重厚な鱗うろこのような模様の屋根。その一番高いところには、なにやら彫刻が施されたような飾り。壁は白く、柱は朱色。

　玄関と思おぼしき木と紙を組み合わせたような扉の左手には、木製のベンチと石造りのプール。

　いや、たぶんそれはプールではない。水練用のプールよりずっと浅く、靴を脱いで足を浸ければ、深さはコリーナのすねの中ほどくらいまでしかないだろう。それに、そこに張られているのは水ではなく湯だ。

『足湯　ご自由に』

　そう刻印されたプレートが掲げられているが、使用目的はよくわからない。

　そのプールのような場所から視線を移すと、二段の屋根のあいだに、木製の看板が掲げられていた。

「ダンジョン、温泉……？」

　温泉という言葉は知っていた。地下から噴き出す薬効成分を含んだ湯に浸かり、怪我や病気を治療する湯とう治じと呼ばれる治療行為があると、なにかの本で読んだことはあった。

　しかし、この建物がその施設とは思えない。治療のための施設にしては、雰囲気が艶めかしすぎる。

　とはいえ、文字が書かれた看板があるということは、人のために作られた施設には違いないだろう。

　そう判断して木と紙を組み合わせた扉の前に立つと、それが音もなく左右に開いた。

　魔法を動力とした自動式の扉。

　イングリッドに招かれて訪れた王宮で、国王陛下に拝謁するとき一度だけ見たことがあるそれがダンジョンの最深部にあることに驚きつつ、中へ足を踏み入れる。

　すると、舌足らずなユニゾンがコリーナを迎えた。

「いらっしゃいませぇ」

「ダンジョン温泉にようこそなのですぅ」

　声のほうを見ると、ふたりの少女がニコニコ笑って立っていた。

　おそらく双子だろう。

　垂れ目ぎみの大きな瞳の愛らしい顔はそっくり。頭の横でふたつに束ねた髪型も同じ。どこか東方ふうオリエンタルな雰囲気漂う女中メイド服もお揃い。

　ただし、髪とメイド服の色は違う。

「アレッタですぅ」

　双子メイドのうち、ピンクのほうが頭を左に傾けて名乗った。

「エレッタですぅ」

　もうひとり、ブルーのメイドが頭を右に傾けた。

「はじめまして、コリーナ・エーデルハルトと申します」

　つられてコリーナも、スカートを軽くつまんでひざを曲げ、優雅に挨拶した。

「コリーナさま」

「エーデルハルトさま」

　すると交互にコリーナの名を呼んで、双子のメイドが近づいてきた。

「ご予約のお客様ですかぁ？」

　そして小首をかしげて声を揃え、にっこり笑って訊ねた。

　予約などしていない。そもそも、ダンジョン温泉がなんなのかもわからない。

　コリーナがそう告げると、双子のメイドのうち、ピンクのアレッタが答えた。

「ダンジョン温泉はぁ、冒険者を癒す場所。経営者のおかみさんが、はるか昔、東方オリエントにあったといわれる『オンセンヤド』をモチーフに作ったのですぅ」

「はあ……」

　その説明を聞いても、半分くらいしか理解できなかった。

「湯治場つきの、ゴージャス宿屋とお考えくださいませぇ」

　ブルーのエレッタのざっくりした追加説明で、なんとなくわかったような気がした。

　帰還した女性冒険者が存在を証言した回復の施設とは、ダンジョン温泉のことだったのだ。

　なるほどと納得したコリーナに向かって、双子のメイドはさらに話しかける。

「ご予約がなくても、コリーナさまのような、かわいいお客さまは大歓迎なのですぅ」

「そうですそうです。お顔だけじゃなく、お洋服もとてもかわいいのですぅ」

　そこで、コリーナの表情が華やいだ。

「そうでしょう？　この野駆けハイキング用の服は、イングリッドねえさまの甲冑を意識してあつらえたのです。胸甲の純白を身み頃ごろで再現するため、生地選びには苦労したの」

　お気に入りの服を褒められたので、嬉しくなって自慢した。

「まあ！　イングリッドさまといえば、あの高名なおかたですかぁ？」

「王国の宝とも呼ばれ、ご自身も宝石のようにお美しいと言われる、姫騎士さまですかぁ？」

「ええ、姫騎士イングリッド・クレームヒルトさま。わたくしはねえさまの従姉妹なのよ」

　お気に入りの服に加え、憧れの姫騎士イングリッドまで褒められて、コリーナがますます嬉しい気持ちになったときである。

「あらあら、かわいらしいお嬢さま」

　声とともに、妖艶な美女が現われた。

　たしかキモノといったか。身にまとう装束は、家庭教師兼おつきメイドのフリーダに見せてもらった文献の挿絵で見た、東方オリエントの民族衣装。

　ただし着崩しているのか、あるいは着かたそのものが違うのか、書物の挿絵とはずいぶん雰囲気が違う。

　胸元を肩まではだけ、豊満な乳房は半分こぼれている。裾すそは床に引きずるほど長いが、合わせめがスカートのスリットのように開き、肉づきのいい太ももまであらわになっている。

　コリーナより頭半分以上背が高いが、それは厚底の履物とボリュームのある紫色パープルの髪と、角を模した頭飾りのせいだろう。それがなければ、身長差は握りこぶしひとつぶんというところか。

　それにしても、なんと精緻で立派な頭飾りだろう。まるで、ほんとうに頭から角が生えているようだ。さぞや名のある飾り職人の手によるものに違いない。

　艶めかしく輝く紅い瞳も印象的だ。耳が長く尖っているのは、エルフなど妖精族の血が混じっているのか。

　手にした長いキセルの先から立ちのぼる薄桃色の煙は、あの霧と関係が──。

　ふだんなら目を背けていたであろう扇情的な姿を凝視していると、その妖艶な美女が口を開いた。

「わらわはダンジョン温泉の女主人おかみ、アンジェリカと申します」

「わたくしは……」

　双子メイドにしたように、作法を守って挨拶しかけたところで、アンジェリカが妖しくほほ笑んだ。

「存じあげております、コリーナさま。エーデルハルト伯爵さまご令嬢にして、姫騎士イングリッドさまのお従姉妹さまであらせられる……そんな高貴なおかたが、なにゆえこのような辺へん鄙ぴな場所に？」

　もともとコリーナのことを知っていたのか、あるいは双子メイドとの話を聞いていたのか。ともあれアンジェリカと名乗った女主人の礼節をわきまえた真摯な態度にほだされ、コリーナはこれまでのいきさつを素直に語った。

「それは、アレッタたちのせいかもしれないのですぅ」

「コリーナさまが落ちた穴は、エレッタたちがおつかいで地上に出るときの、秘密の近道なのですぅ」

　すると双子のメイドが、すまなさそうに頭を下げた。

「あらあら……だとすれば、女主人たるわらわにも責任があります。当ダンジョン温泉より伯爵家に使いの者を出しますゆえ、お迎えがいらっしゃるまでごゆるりとお休みくださいませ」

　礼節をもって真摯な態度に、アンジェリカに心を許してしまったコリーナは、その提案を素直に受け入れた。




「こちらですぅ」

「道に迷うといけないので、案内するのですぅ」

　双子のメイドに案内されて、廊下を進む。

　ダンジョン温泉の建物の内部は、外見から想像するよりずっと広かった。おまけに、まるで迷路のように複雑だ。

「必要に迫られておかみさんが建て増しするたび、どんどん複雑な構造になってしまったのですぅ」

「えっ、おかみさんって……アンジェリカさんが？」

　ダンジョン最下層に、建築職人が住んでいるとは思えない。地上から仕事に通うのも不可能だろう。

　だとすれば、あの妖艶な美女が自らの手で増築したというのか。

　そのことが気になって訊ねると、双子のメイドは左右対象の動きで振り返り、アンジェリカの自慢を始めた。

「そうなのですぅ。ここの建物は全部、おかみさんが魔法を使って、おひとりで建てたのですぅ」

「おかみさんは、すっごーい魔法を使うんですよぉ」

　なんと、アンジェリカは優秀な魔導師だったのか。

　彼女の雰囲気は、堅苦しい家庭教師兼おつきメイドのフリーダと正反対。だから意外な気もするが、考えてみればさもありなん。

　男性冒険者でたどり着いた者はおらず、到達した女性冒険者の一部は戻ってこられなくなるという、ダンジョン最下層の最深部。そんな危険な場所で宿を経営するには、相応の戦闘力が必要だ。

　それはさておき、アレッタとエレッタはアンジェリカのことを自慢するとき、なんて嬉しそうな表情をするのだろう。

（きっと、ふたりはアンジェリカさんのことが好きなんでしょう……わたくしが、イングリッドねえさまをお慕いしているように）

　そう考えてイングリッドを思い出し、ほっこりした気持ちになったとき、双子のメイドが恐ろしいことを口にした。

「はぐれずについてきてくださいねぇ」

「つい先日も、道に迷って行方不明になっていたお客さまが、餓死寸前で発見されたんですよぉ」

「ひ、ひいい！」

　その言葉に震えあがり、コリーナはアレッタとエレッタをけっして見失わないよう、その背中に貼りつくようについていった。




「ふう……」

　ぶ厚い木を組んで作られた湯船に浸かり、コリーナは大きく息を吐いた。

「う、うーん……」

　引き締まりつつも女性らしい柔らかさを失っていない腕を広げ、大きく伸びをする。

　白くきめ細やかな肌の上を、湯が玉になって滑り落ちる。

　乳房は小ぶりだが張りがあり、皮膚との境いめがはっきりしないほど淡い色の先端は、この世に重力など存在しないかのようにツンと上を向いている。

　腕と同じように無駄な肉がなく、かつ筋肉も必要以上についていないお腹。強く抱けば折れそうな細い腰。

　髪と同じ色の飾り毛は薄い。脱力して緩く脚を開いていても、その薄い毛で隠れて目立たないほど、女肉はつつましやか。

　何十回と曲がり角を通り、ようやくたどり着いた露天風呂で、コリーナは伯爵令嬢らしく清楚な裸身をくつろげていた。

「ダンジョン温泉では、入浴するとき服を全部脱ぐのが作法なのですぅ」

「おかみさんの魔法結界で外から覗かれる心配はないし、今日はコリーナさま貸し切り状態なので、恥ずかしくないのですぅ」

　そう言われてなかば強引に服を脱がされたが、湯船に浸かると、たしかに温泉に入るときは裸のほうがいいと理解した。

　双子のメイドはヒノキと言っていたか。湯船の木材が発する清涼感と気品のある香りに、わずかに薄桃色がかった湯の甘い匂いが混じり、心身ともに癒される気がする。

　いや、実際に癒されていた。

　オークの上に落下したとき、強く打ったのだろう。鈍い痛みが残っていたお尻は、今はもうなんともない。

　ゴブリンの群れから逃げるとき何度も転んでできたすり傷も、知らないあいだに治りかけていた。

　ところで、なぜオークはあそこに倒れていたのだろうか。

　今にして思えば、熟練の冒険者や騎士でなければ倒せない魔物が、落下したコリーナのお尻に直撃されただけで伸びてしまうのも不自然だ。

　それにゴブリンの群れも、自ら寄っていったコリーナをすぐには襲ってこなかった。

「どうして……？」

　その理由を考えているうち、薄桃色の霧か霞だかの中を歩き続けて棒のようになった足からも、少しずつ疲労が抜けていった。

「そういえば……」

　ここにたどり着く直前まで立ち込めていた霧も、アンジェリカのキセルから立ちのぼっていた煙も、温泉の湯の色も、すべて薄桃色。漂う匂いも、同じ甘ったるいもの。

　そのことに、なにか関係はあるのだろうか。

　霧のなかで恐怖と不安が和らいだように、入浴していると気持ちが落ち着いてくるのは、その匂いの効能なのだろうか。

　あれこれと考えていたが、次第にどうでもよくなってきた。

　温泉の湯に浸かっているうち、身体が芯から温まり、火ほ照てり始めた。

「すっごく、ぽかぽかして……」

　気持ちいい。

　あまりの気持ちよさに、ものごとを深く考えられなくなる。

「ふぁあ……」

　火照り、朱に染まる頰に手を当てて、小さくあくび。

　眠気を感じて目を閉じた直後──。

　コリーナは湯船の中で、小さく寝息をたてていた。




「う、うん……」

　低くうめいて、コリーナは目覚めた。

「ここは……？」

　瞼を開き、あたりを見回す。

　広さは屋敷の私室と同じくらいか。建物の外観やホールと同じ意匠の、東方ふうオリエンタルな部屋。品よく配置された調度品も、横たわっていた天蓋つきの寝台も、天蓋にかけられた布の柄も、すべて東方オリエントの雰囲気。

「たしか……」

　双子のメイドに案内され、勧められるまま露天風呂に入り、あまりの気持ちよさに眠ってしまい──。

　そこで、ハッとした。

「いやだ、わたくし……!?」

　もしかして、裸のまま風呂から出され、運ばれてきたのか。

　そう考え、慌てて上体を起こすと、元どおり服を着ていた。

　しかもオークやゴブリンから逃げ回るうち、転んだりひっかけたりしてできた汚れやほつれも消え、新品同様の状態に戻っていた。

　温泉に浸かって治りかけていた傷は、今は跡形もなく消えていた。

「まさか……」

　これまでのできごとは、すべて夢だったのか。

　いや、違う。

　それなら、目覚めた場所は屋敷の私室であるはずだ。にもかかわらず、ここは──。

「ここは、わらわの寝室じゃ」

　不意に聞こえた声のほうを見ると、長キセルを手にしたアンジェリカが、妖しく嗤わらって立っていた。

「湯船で眠りこけておったゆえ、ここまで運んで服を着せたのじゃ」

　そしてそう言うと、しなを作るような艶かしい身のこなしで、コリーナに近づいてきた。

　入浴する前とはうって変わった態度にとまどい、先ほどより増した妖艶さにドギマギしてしまう。

「あ、ありがとうございます。重ね重ね、ご迷惑をおかけして……お父さまにもお願いして、このお礼は必ず……」

　それでも伯爵令嬢として礼を尽くそうとすると、アンジェリカはコリーナに寄り添うように寝台に腰かけた。

　霧のなかでも、温泉の湯でも感じた、不思議な甘い匂いが鼻腔をくすぐる。

「その必要はないのじゃ」

　そこで、アンジェリカが紅い目を細めて口を開いた。

「そもそも、伯爵家に使いなど出しておらぬ。迎えなどけっして来ぬ。コリーナはここで、永遠にわらわに飼われて過ごすのじゃから」

「えっ……？」

　すぐには、言葉の意味がわからなかった。

「聞こえなかったか？　わらわはコリーナが気に入った。はじめ姫騎士イングリッドの名を聞き、興味本位で覗いてみると、かわいらしい令嬢がおるではないか。それでひと目見てそなたに惹かれ、ペットにして飼うと決めたのじゃ」

「そ、そんなこと……」

　できるわけがない。許されるはずがない。

　きっぱりそう告げると、アンジェリカは余裕綽しゃく々しゃくでキセルの煙を吸い、それをコリーナに吹きかけた。

　思わず薄桃色の煙を吸い込んでしまい、甘ったるい匂いにむせ返る。

　そのさまを見て、アンジェリカがクスリと笑った。

「そなたは、けっして逃げられぬ。ここは男の冒険者でたどり着いた者はおらず、到達した女の冒険者の一部は戻ってこられなくなるという、ダンジョン最深部なのじゃぞ？」

　そう言われて、双子メイドの言葉を思い出した。

『おかみさんは、すっごーい魔法を使うんですよぉ』

『おかみさんの魔法結界で外から覗かれる心配はないし……』

　そうだ。アンジェリカは優れた魔導師なのだ。その魔法の力で結界を張り、男性冒険者がダンジョン温泉に近づかないようにしているのだ。たどり着いた女性冒険者のうち、気に入った者を捕らえてしまうから、一部の冒険者は戻ってこないのだ。

　では、捕らえられた女性冒険者は、どうなってしまったのか──。

『つい先日も、行方不明になっていたお客さまが、餓死寸前で発見されたりしたんですよぉ』

「ひいぃいッ！」

　エレッタの言葉を思い出し、自分もそうなるのかと怖くなり、悲鳴をあげたときである。

「あれはただの不幸な事故じゃった。かわいいコリーナを、そんな目には遭わせないのじゃ」

　アンジェリカがやれやれと首を振り、小さくため息をついた。

「たしかに、わらわはこれまで、何人もの女を捕らえてわがものにした。されど、女たちは全員天寿をまっとうし、わらわの腕のなかで安らかに息を引き取っておる」

「うそ！　ぜーったい、噓です！」

　アンジェリカの見ためは若い。敬愛する姫騎士イングリッドや、家庭教師兼おつきメイドのフリーダよりはいくつか年上だろうが、コリーナの両親よりははるかに年下に違いない。優れた魔導師はその魔力ゆえ、一般の女性より若い容姿を保っていることが多いとしても、だ。

　その若さで、天寿をまっとうした女性を何人も看取っているとは思えない。

　コリーナがそう告げると、アンジェリカは不敵に唇の端を吊り上げた。

「コリーナは勘違いしておるようじゃのう……わらわは魔導師などではない。そもそも、人でもない。人の生などという、短い時には縛られぬ。このアンジェリカ・アン・バルベルは……」

「な、なんですって……ば、ば……？」

「失礼な。たしかにわらわは齢よわい５００に達しようとしておるが、けっして婆ばばではないぞよ」

「そ、そうじゃありません……ば、バルベルって……あの？」

「そうじゃ。わらわの名はアンジェリカ・アン・バルベル。魔界の王にして一時は地上の半分をも支配した魔王バルベルを父に、その第69夫人にしてサキュバスの王女を母に持つ魔王の娘じゃ。それゆえ、ただの人間をはるかに超えた長い生を……って、おい。聞いておるか？」

　聞いていた。聞いていただけじゃなく、半分くらいは理解もしていた。

　しかし、信じたくなかった。認めたくなかった。

「そ、その角は頭飾りじゃなく……？」

「むろん、父魔王と母サキュバスから引き継いだ、わらわ自身のものじゃ」

　ただの頭飾りにしては、あまりに細工が精緻すぎるとは思っていたが、やはりそうだったのか。

　もう、信じるしかない。認めざるをえない。

　目の前にいる妖艶な美女が、魔王の娘だと。

　よりによってその魔王の娘に、自分が見初められてしまったのだと。

「いえ、でも……」

　父が魔王でも、母がサキュバスなら、見初めるのは男の人じゃないのか。

　愕然としつつもふと浮かんだ疑問をコリーナが口にすると、今まで妖艶一色だったアンジェリカの表情に、わずかに影が差した。

「わが父バルベルは、骨の髄からの魔王じゃった……」

　そして小さくため息をつき、語り始めた。

「部下は手駒としか考えず、女は欲望のはけ口としか思わぬ、極悪非道の魔王じゃった。わらわはそんな父魔王を嫌ううち、世の男すべてを嫌悪するようになったのじゃ」

　それで、アンジェリカが男性冒険者をダンジョン温泉に近づけぬよう、魔法結界を張っている理由はわかった。

　とはいえサキュバスなら、男性の精が必要なのではないか。精を搾って吸収しないと、生きていけないのではないか。

「その点だけは、父に感謝せねばならぬ。魔王譲りの強大な魔力を持つゆえ、薄汚い男の精など吸収しなくてもよいのじゃ。そのおかげで……」

　そこで、アンジェリカが妖艶さを取り戻した。

　淫気を宿し、コリーナを見つめて唇の端を吊り上げた。

「そのおかげで、わらわは気に入ったかわいい女だけを愛でることができる。コリーナ、そなたのような」

「ひっ……」

　妖しく輝く紅い瞳で見つめられ、魅入られたように動けない。

　ここから逃げだしたいのに、足が、いや身体全体がすくんで動かせない。

　とはいえ、このまま囚われの身となることはできない。

「そ、そんなこと……させません！」

　勇気を振り絞り、声を震わせつつも毅然と告げる。

「わたくしが戻らなければ、フリーダが助けにきます！　報しらせを聞けば、イングリッドねえさまだって……だから、今のうちに私を解放しなさい！」

　しかしコリーナの必死の抵抗に、アンジェリカは怯みもしなかった。

「くくく……それは楽しみじゃ」

　あまつさえ余裕綽々で嗤い、愛用のキセルを右手の中でぶ厚い革のベルトに変化させた。

「呪文詠唱もなしに、魔法で……!?」

　そのことに驚愕しおののくコリーナに、アンジェリカが身を寄せる。

「わらわの力をもってすれば、この程度の魔法に呪文詠唱は必要ないが……そのほうが気分が盛り上がるというなら、これからは詠唱してやってもよいぞよ」

　そう言って紅い革のベルトを手に、すくみあがるコリーナに迫る。

「そ、それは……？」

「首輪じゃ。ペットに首輪を着けるのは、飼い主の責任じゃからな」

「そ、そんな……首輪なんて、いや……」

　しかし、身体が震えて動けない。

「どうしたのじゃ？　いやと言うだけでは、わらわの手は止まらぬぞ」

　紅いベルト──首輪の革が、首に触れた。

　アンジェリカの手で温められたせいか、冷たくはない。しっとりと湿りけを感じるほど、ぶ厚い革は柔らかく上質なもの。

「この首輪を着けられたが最後、コリーナはわらわのペットに堕ちるしかない運命なのじゃ」

　そう言って、アンジェリカが首に革を巻きつける。巻きつけて、首が締まる寸前まできつく締め込む。

「うっ、苦し……」

　短く悲鳴をあげたところでバックルの金具を留められると、締めつけがわずかに緩んだ。

「もう、けっして逃さぬぞ」

　そして、アンジェリカはピカピカに磨きあげられた錠前を取り出し──。

「魔法で鍵をかけることはたやすいが、こうして目に見えるもので施錠するほうが、風情があるじゃろう？」

　そう言うと、首輪のバックルの金具に鍵をかけ、外せなくしてしまった。





２章．女主人おかみのペット




「いい子にしておるのじゃぞ」

　コリーナの首輪に鎖をつなぎ、その端を寝台の脚に錠前で留めてそう告げると、アンジェリカは寝室を出ていった。

　入れ替わりに、アレッタが銀の容器をふたつ持って現われた。

「コリーナちゃんのエサ皿ですよぉ」

　そしてそう言うと、寝台の横にしゃがみ込み、ふたつの容器を並べて床に置いた。

　その容器には、コリーナの名前の刻印。まるで、犬のエサ皿のような──。

　そう感じたところで、アレッタが口を開いた。

「アレッタがお世話係を仰おおせつかったので、毎日エサとお水を運んであげるのですぅ。コリーナちゃんはワンちゃんだからぁ、食器もワンちゃん用なのですよぉ」

「えっ、ワンちゃん……って？」

「はい、コリーナちゃんはワンちゃんですぅ。首輪を着けた、ワンちゃんなのですぅ」

　言われて、ハッとした。

　アンジェリカは、自分のことをペットにして飼うと言った。そしてコリーナにとって、首輪を着けて飼うペットといえば犬だ。

「そ、そんな……犬なんて……」

　嫌だ。

　でも、はっきりそうと口にすることはできなかった。

　それはコリーナのなかに、アンジェリカを怖れる気持ちが生まれていたから。

　彼女が魔王の娘だと知り、逆らっても無駄という思いを抱いてしまったから。

　コリーナは、アンジェリカの思惑を真っ向から拒絶することができなかった。

　そんな思いを知ってか知らずか、アレッタがコリーナの首輪をうらやましそうに見た。

「それにしても、いい首輪を着けてもらったですねぇ。おかみさんは、よほどコリーナちゃんを気に入ったのですねぇ」

「いい首輪？　これが？」

「はいぃ。それは着けられた者は年中発情期になるという、おかみさんの淫魔法の力が込められた、呪いの首輪なのですぅ」

「は、発情期ですって？　でも、わたくしは……」

　発情などしていない。いやらしい気持ちにもなっていないし、殿方を求めてしまうこともない。

　しかしそう告げると、アレッタはニコニコと笑ったまま、首を横に振った。

「おかみさんは、かわいい女の子が好きなんですよぉ。男の人を求めるような発情のさせ方はしないのですぅ。コリーナちゃんが発情していることに気づいていないとしたらぁ……うーん」

　そして顎に人差し指を当ててしばし考え、握った右手で左手をポンと打った。

「それはぁ、きっとコリーナちゃんにエッチな経験がないからなのですぅ」

「えっ……？」

　たしかに、コリーナには経験がない。男の人を好きになったことすらない。

　しかしだからといって、発情していることに気づかないなんて、あるだろうか。

「うふふー……貴族の令嬢からおかみさんの犬にされちゃうのに、そんなに悲しくなかったりしませんかぁ？」

　たしかに、それほど悲しくない。悲しくつらくて、泣きだしていてもおかしくない状況なのに、なぜか心は落ち着いている。

「それは発情して気持ちが昂ぶり、悲しみを感じにくくなってるからですよぉ。それに身体の芯、とくにお腹の奥のほうが、熱く火照っていたりしませんかぁ？」

　たしかに、火照っている。そのせいで、頰にまで熱を感じる。

　でもそれは、熱い温泉に浸かったためだ。あまつさえ、お湯の気持ちよさで眠ってしまったせいだ。

「もちろんですぅ。温泉のお湯にも、おかみさんの淫気が込められていますからねー。でもそれだけなら、火照りはとっくに冷めているし、今はどうしようもなく悲しくてつらいはずなのですぅ」

　そう言われて、ようやく気づいた。

　あの薄桃色は、淫魔法の色。甘ったるい匂いは、淫魔法の匂い。

「うふふー……その色と匂い、温泉のお湯だけでしたかぁ？」

　そうだ。ダンジョン温泉にたどり着く前、立ち込めていた霧も、薄桃色だった。お湯と同じ、甘い匂いがした。

「それは、魔法結界の霧なのですぅ。その霧で男の人の侵入を阻むとともに、女の人を淫らな気持ちにさせるのですぅ」

　甘い匂いがしたのは、霧だけじゃない。アンジェリカの妖艶な肉体からも、同じ匂いがした。彼女に吹きつけられた薄桃色の煙の甘ったるい匂いは、強烈だった。

「そうですぅ。コリーナちゃんはエッチな経験がないうえに、少しずつ発情させられていったから、自分では気づいてないだけなのですよぉ」

　そしてそう告げると、アレッタも部屋を出ていった。

「エサの時間は夕方なのですぅ。それまでにおかみさんが戻ってくると思うけど、おいたせずにおとなしくしてるですよぉ」

　扉を閉めるまぎわ、ひょこっと顔を出し、そう言い残して。




「ふむ、アレッタめ、なかなかやるではないか」

　コリーナとアレッタのやりとりを魔法の鏡で覗きながら、アンジェリカはほくそ笑んだ。

　アレッタとエレッタ、双子のメイドには、不思議な魅力がある。どれほど落ち込んだ者でも、笑顔にさせる愛嬌がある。

　元は魔族とさらわれてきた人間の女のあいだに生まれたハーフ。とはいえ外見的にも能力的にも、ただの人である母親の形質を強く引き継いでいる。そのため、魔界では魔族と認められず、つらい境遇にあった。

　しかし、そんな暮らしのなかでも、ふたりは愛らしさを失わなかった。

　ダンジョン温泉を作るに際し、アンジェリカがふたりを従業員に選んだのは、力のみが評価の基準となる魔界では長所と認められなかった、彼女たちの魅力と愛嬌に惹かれたからだ。

　以来、魔力も体力も寿命も人間並みだったふたりに肉体強化と魔法耐性の能力を付与し、長い年月をともに過ごしてきた。

　アレッタにコリーナの世話係を命じたのも、彼女の魅力と愛嬌を見込んだから。

　そして今、アンジェリカはアレッタの──それはすなわち、エレッタのものでもある──秘められていた長所に気づいた。

　それは、女を調教するためには絶対に欠かせない、駆け引きの才。しかも不思議な魅力と愛嬌で、駆け引きしていることを相手に感じさせない。

　いや、おそらくアレッタ自身、駆け引きをしているつもりはないのだろう。その魅力と愛嬌で相手の心の防壁をやすやすと乗り越え、無意識のまま裸になった心を揺さぶっているだけなのだ。

　それはおそらく、魔力も体力も人間並みだったふたりが、魔界で生き抜くために身につけた一種の処世術だ。しかしアンジェリカの庇護を受けるようになってからは、使う機会がなくなった。

　だからこそ、アンジェリカをもってしても、今まで彼女の才能に気づかなかった。

「ここはひとつ、世話をさせるだけでなく、コリーナの調教にも手を貸してもらうとするのじゃ」

　唇の端を吊り上げてそうつぶやき、アンジェリカはアレッタが立ち去ったあと、ひとり取り残されたコリーナを観察した。




「ふぅ……」

　小さくため息をついて、首輪に触れてみる。

『それは着けられた者は年中発情期になるという、おかみさんの淫魔法の力が込められた、呪いの首輪なのですぅ』

　アレッタはそう言ったが、コリーナには魔法の心得がない。そのため、首が締まる寸前まできつく締め込まれ鍵をかけられた首輪から、淫魔法の力を感じ取ることはできない。

　とはいえ、実際に身体の火照りは続いている。続いているどころか、少しずつ強くなっている。肉体は、確実に発情させられている。

　実のところ、コリーナがそう認識したのは、アレッタの言葉で『発情している』ことを認識させられたから。

　性体験がいっさいなかったゆえにわからなかったことに、その言葉で気づかされたからである。

「わたくし、呪いの首輪に発情させられていってる……」

　少しずつ強くなる肉の火照りに、発情していることを意識してしまう。

　そしてその発情は、アンジェリカの淫魔法によるもの。

　魔王バルベルの魔力を引き継ぐ魔王の娘がかけた魔法に、一介の令嬢が抗えるはずがない。

「でも、わたくしは……」

　伯爵令嬢だ。

　王国の宝、姫騎士イングリッドの従姉妹だ。

「イングリッドねえさまの名誉のためにも、しっかりしないと！」

　そう思って気を引き締めようとしても、肉の火照りを忘れることはできない。

「きっとフリーダとねえさまが助けにきてくれる。それまでは、彼女たちに恥ずかしくないよう、凛としていなければ！」

　そう自分に言い聞かせるあいだにも、呪いの首輪に否応なく発情させられていく。

「はふ、はふ、はふ……」

　口を緩く開き、肩で息をするほど、肉の火照りが強くなってきた。

「はふ、はふ、はぅ……」

　肉の火照りのなかに疼うずきが生まれ、吐息に甘みが混じりはじめた。

　身体が熱い。熱に浮かされたように、頭がぼうっとする。瞳が潤み、視界がぼやける。

　熱い身体が疼く。ムズムズと痒かゆみにも似た感じが肉の芯に生まれ、次第に広がっていく。

「どうしよう、どうしよう……」

　このままでは、アンジェリカの思うつぼだ。

『おかみさんは、かわいい女の子が好きなのですよぉ。殿方を求めるような発情のさせ方はしないのですぅ』

　犬の食器を持ってきたとき、アレッタはそう言った。

　裏を返せば、それは殿方を求めるときとは違う発情のさせかたをするということ。

『この首輪を着けられたが最後、そなたはわらわのペットに堕ちるのじゃ』

　その目的のために、自分はアンジェリカ好みになるよう発情させられている。

「な、なんとかしないと……」

　発情しすぎておかしくなる。おかしくなって、アンジェリカのペットに、飼い犬にされる運命を受け入れてしまう。性的な経験がいっさいないコリーナでも、なんとなくそのことはわかる。

　しかし、なにをどうすればいいのかわからない。性体験がないどころか、性的なことを意識したことすらないコリーナには、発情を解消する方法がわからない。

　そのあいだにも、肉の火照りと疼きはどんどん強くなっていく。

「はふぅうぅ……」

　くるおしく熱い吐息をこぼし、右手で左腕を、左手で右腕をつかみ、わが身をギュッと抱きしめる。

　そのときである。

「ひあっ!?」

　二の腕で衣服ごしに胸の先端を押してしまい、弱い電撃を受けたような衝撃が走った。

「ひぅうぅ……」

　衝撃はやがてジンジンと痺しびれるような感覚になり、それが乳房全体に広がった。

「な、なにコレぇ……」

　未知の感覚にとまどい、自らの胸に触れてみる。

　するとその頂いただきの小さな豆は、服の上からでもわかるほど、コリコリにしこっていた。

「はふぁ……」

　そして触れただけで感じる、先ほどと同じ種類の痺れ。

「な、なんですの、コレぇ……？」

　いっさいの性体験、自慰の経験すらないコリーナは知らないが、それは性の快感である。

　彼女に性の知識も体験もないがゆえ、快感と認識されていないが、快感である。

　とはいえ、その正体は知らずとも、アンジェリカに発情させられた肉体は気持ちよさを求める。求めて、貪ろうとする。

　もう一度、服の上からぷっくり膨れた乳首に触れてみた。

「はふぅう……」

　甘みの混じった吐息を漏らし、乳首を軽く押してみた。

「ふぁあん……」

　するとビリビリ痺れるような感覚が強くなり、甘い吐息に艶が混じった。

　自らの声の艶っぽさに驚くとともに、ようやくこれが性の快感なんだと思い至る。

「い、いけません、こんなことをしては！」

　自分の行為が自慰というものだとは知らなくても、本能的にいけないことなのだと感じ、自制しようと手を下ろす。

　寝台の上にぺたんこ座りしたまま、拳をギュッと握って膝の上へ。その姿勢で耐えているあいだも、肉の火照りと疼きはますます強くなっていく。

　それは、たとえ一瞬にせよ、性の快感を味わってしまったせいでもあった。

　いかに性体験のない清楚な令嬢とはいえ、その身にはオンナの本性を宿している。

　その本性の部分で、発情したコリーナの肉体は快感を求めてしまう。快感を求め、乳首を弄いじりたくなってしまう。

「ダメ、ダメ、いけないわ！」

　その衝動に、コリーナは必死に耐える。

　しかし、長くは保たなかった。

（もう我慢しないで。でないと、ほんとうにおかしくなってしまうわ）

　コリーナのなかの、快感を求めるオンナの本性がささやく。

（おかしくなってしまったら、フリーダやイングリッドねえさまが助けにきたとき、どうするの？）

　甘い言葉で誘惑する。

（きっとふたりは、おかしくなったわたくしを見て、がっかりするでしょうね）

　そうだ。そのとおりだ。

　ふたりが助けにきたとき、恥ずかしくない姿でいないと。そのためにも──。

　そうと気づかないまま、自分の中のオンナの本性に負け、コリーナは再び胸に手を伸ばした。

「はぅうん……」

　服の上から人差し指で乳首に触れ、艶めいた吐息を漏らす。

「はふぁあん……」

　触れた乳首をキュッと押し、甘く喘ぐ。

　もう、自分の声に驚くことはない。

　今回は快感が欲しくて、自らの意思で乳首に触れ、押してしまったのだ。そのせいで漏れた声に驚くわけがない。

　キュッ、キュッ、キュッと繰り返し押す。

「はふぁ、あっ、ああっ……」

　もはや、口から漏れるのは艶声だ。今、乳房に広がっているのは快感だ。

　はっきりそう認識しながら、コリーナは乳首を押し続ける。

　その指技は、きわめて稚拙。

　しかし稚拙な指技が生むのは、生まれてはじめての快感。

　その快感に、コリーナはのめり込む。のめり込んで、没入していく。次第に周りが見えなくなっていく。

　そして──。

「あらあら、いけない子じゃのぅ」

　不意に至近距離からかけられた声に驚き、コリーナはその場で跳びあがった。

　慌てて胸から手を離し、声のほうを見ると、薄く嗤ったアンジェリカが自分を見下ろしていた。

「なにを、しておったのじゃ？」

　いじわるな笑みを浮かべ、アンジェリカが訊ねる。

「な、なにも……」

　乳首を弄っていたとは言えず、コリーナが口ごもる。するとアンジェリカは、コリーナの首輪の鎖を引き、寝台から下ろして立たせた。

「とぼけても無駄じゃ……自分がいけないことをしていたと、わかっておるのじゃな？」

　そしてコリーナの顎をキセルで持ち上げ、顔を覗き込みながら訊ねる。

「寝室を出ていくとき、わらわがなんと言ったか、憶えておるか？」

「うう……」

　その問いに答えられず、コリーナは視線を逸らす。

　なにを言われたか、憶えていないからではない。コリーナに首輪を着けて出ていくとき、アンジェリカはたしかに言った。

『いい子にしておるのじゃぞ』

　あまつさえ、アレッタにも言われた。

『おいたせずにおとなしくしてるですよぉ』

　コリーナが視線を逸らしたのは、自分がはしたないおいたをした悪い子だという自覚があるからだ。自覚があるからこそ、そうだと認めるのが恥ずかしいのだ。

　その心理を的確に読みとり、アンジェリカがコリーナを責める。

「目を離すとすぐおいたをする。そんな悪い子のコリーナには、躾しつけが必要なようじゃのぅ」

　そして首輪のときと同じように、キセルを新たな拘束具に変化させた。

「拘束用ミトンじゃ」

　ミトンとは、指が分かれていない手袋のことである。

　しかしキセルが変化した紅いミトンは、指を収める場所がないと思えるほど、小さいものだった。

　たぶん、手をグーに握って、ギリギリ入るかどうか──。

「そのとおりじゃ。これはコリーナの手をグーのまま固め、ものをつかめなくする拘束ミトンじゃ」

　おそらく、手首にあたる部分だろう。開口部のベルトをいったんほどき、アンジェリカがコリーナに迫る。

「自ら進んで右手をグーにして、ミトンに入れるのじゃ。それとも、魔法で無理やり着けられるのが好みかえ？」

　どうあがいても拘束されるのだという、諦め半分。魔法を使って強引に着けられるという、醜態を晒さらすのが嫌という気持ちが半分。

「ぅうぅ……」

　くるおしくうめいて、自らグーを握ってミトンに右手を差し込む。

　すると首輪同様ぶ厚い革──魔法で作られたものゆえ、ほんとうの革かどうかはわからないが──は柔らかく、しっとりと湿りけを感じるほど、上質なものだった。

（どうして……）

　アンジェリカが用意する拘束具は、上質なものばかりなのだろう。自分をペットとして、犬として飼うことだけが目的なら、頑丈さだけを追求したものでいいはずなのに。

　漫然と考えながら、手首のベルトをギュッと締め込まれる。

　そして首輪のときと同じように鍵をかけられ、左手も。

　コリーナの両手を拘束ミトンに閉じ込めて、アンジェリカが口を開いた。

「これで、コリーナは手を自由に使えなくなったのじゃ」

　そのとおりだ。きつくグーを握ってギリギリの拘束ミトンに閉じ込められ、コリーナの両手はなにも持てなくなった。

　そのことを思い知らされたところで、アンジェリカが紅い目を細めて訊ねた。

「コリーナ、人と獣の違いがなにか、わかるかえ？」

　突然訊ねられキョトンとしていると、アンジェリカが新たに出現させたキセルを持った右手をかざし、答えを告げた。

「それは、手じゃ。キセルを持つ。ナイフとフォークで食事をする。ペンで文字を書く。手で道具を持ち、さまざまな作業をすることで、人は人たりえる。されど獣の前足は……」

　言われて、ハッとした。

「みなまで言わずとも気づくとは、コリーナは賢いのう……さよう、拘束ミトンを着けられて道具を持てぬそなたの手は、獣の前足と同じ。すなわち、犬の前足と同じというわけじゃ」

　そうだ。そのとおりだ。自分の手は、拘束ミトンで犬の前足に変えられてしまった。

「そうとわかれば、さっそく犬の躾をしようぞ」

　そしてそう言うと、アンジェリカが首輪の鎖の端を握った。

　犬の躾、なにをしようというのか。わけがわからないまま、首輪を引かれて歩きかけて。

「立ったまま歩いてはならぬ！」

　お尻を平手でピシャリと叩かれた。

「ひうっ!?」

　突然の打ちょう擲ちゃくに悲鳴をあげたところで、妖しく笑って叱責された。

「犬の躾と言うたばかりじゃろう？　犬はよつんばいで歩くものじゃ」

「そ、そんなこと……」

　できない。言いかけたところで、アンジェリカが平手を振り上げた。

「もう一度叩いて欲しいかえ？　それとも別の罰がよいか？」

　薄く嗤って訊ねられ、震えあがってしまった。

　打擲は素手によるもの。しかも、打たれたのは服の上から。さして痛かったわけではない。

　しかし、コリーナはアンジェリカを怖れている。魔王の娘の力に恐怖している。

「ひっ……!?」

　それゆえ、罰を怖れて床に手と膝をつく。

　首輪の鎖を引かれるまま、拘束ミトンの手と膝を使って歩く。

　伯爵令嬢が犬の首輪を着けられ、両手を犬の前足に変えられ、犬のように鎖を引かれてよつんばいで歩かされる。

　ダンジョン温泉全館に敷き詰められたタタミと呼ばれる東方オリエントの床材は、コリーナの屋敷の床よりずっと柔らかい。

　そのため膝や手の負担は少ない。かといって、よつんばい強制歩行の羞恥と屈辱まで和らぐわけではない。いや、肉体的負担が少ないぶん、精神的苦痛をより大きく感じてしまう。

「くぅう……」

　悔しくて恥ずかしくて、くるおしくうめくと、アンジェリカの声。

「いい子じゃ。上手にあんよができたら、ご褒美をあげるぞよ」

　幼児語交じりのその言葉が、さらに屈辱を煽る。

　そのご褒美とはなんなのか。屈辱を感じながらも、心のどこかで期待してしまいそうな自分が恥ずかしい。

　そして、呪いの首輪で発情させられた、肉の火照りと疼きもそのまま。

　いや、つたない自慰で性の快感の片へん鱗りんを知ってしまったあとだけに、火照りと疼きはますます強くなっている。

「はふ、はふ、はふ……」

　巨大な天蓋つき寝台の周りを１周しただけで、早くも息が切れてきた。

　それは、強くなった火照りと疼きのせいなのか。それとも、よつんばいで歩かされるきつさのせいか。

「はふ、はふ、はぅ……」

　２周めが終わる頃には、緩く開いた口から漏れる吐息に甘みが混じり始めた。

　それは、呪いの首輪の効果なのか。それとも──。

「くくく……コリーナはエッチじゃのぅ」

　そこで、アンジェリカがコリーナのようすを揶や揄ゆした。

「犬の躾を受けながら、こんなに感じておる」

「そ、それは……呪いの首輪の……」

　コリーナが答えかけると、しかしアンジェリカは妖艶なしぐさで首を横に振った。

「ほんとうに、そうなのかえ？　ほんとうに首輪のせいだけなら、コリーナが身も心も清楚な令嬢なら、あんなおいたはしなかったのではないかえ？」

　さらに追い討ちをかけるように、火照り疼く肉体を慰めようとしていたコリーナを責めた。

　自慰行為の現場を押さえられたあとだけに、コリーナはもう言い返せない。

「こんなエッチな身体では、伯爵令嬢は務まらぬ。コリーナには、わらわのペットの犬がお似合いじゃ」

　さらにそう言われても、言い返すことはできない。

「ぅうぅう……」

　言い返すことができないままうめきながら、犬としての歩行訓練は続く。

　自慰の事実を突きつけられ、羞恥と屈辱に言葉を失った。

　鞭の罰と魔王の娘の力を怖れ、犬の躾の羞恥と屈辱を受け入れた。

　そうして羞恥と屈辱に馴らしていくことこそ、アンジェリカの手て練れん手て管くだ。彼女が女の調教に欠かせないとする、駆け引きのひとつ。

　そして、アンジェリカが用いる、女の調教にもっとも有効な駆け引きとは──。

「はふ、はぅ、はぅ……」

　肉の火照りと疼きを抱えながら、息を切らしてよつんばいで歩く。

「はぅ、はぅ、はぅ……」

　甘い吐息を漏らしながら、首輪の鎖を引かれて歩かされる。

「はぅ、はぅ、はぅうぅ……」

　３周、４周。

　熱い、熱い。火照る肉が熱い。

　５周、６周。

　欲しい、欲しい。疼きを癒す、刺激が欲しい。
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　火照り疼くコリーナの肉が、一度覚えてしまった快楽へとつながる刺激を求め始める。

　身体の芯、お腹の奥のほうにあった熱が、次第に下腹に降りてくる。降りてきて熱い蜜となり、女の子の大切なところからジュンと溢れだす。

「……!?」

　溢れた蜜が下着に染みを作ったところで、コリーナが歩みを止めた。

（わ、わたくし……）

　小水おしっこを漏らしてしまったのか。

　性的な経験も知識もないゆえ、そう考えてしまったのだ。

「案ずるでない」

　そこで、コリーナの身に起こった事態を察したアンジェリカが、薄く嗤って声をかけた。

「それは小水などではない。それは女肉の蜜じゃ。オンナが性的に昂ぶったとき、肉の奥から溢れる汁じゃ。コリーナがエッチゆえ、溢れ出たものじゃ」

「そ、そんなこと……」

　にわかには信じられない。

　しかしコリーナがそう答えると、アンジェリカは妖艶なしぐさで首を横に振った。

「ふふふ……肉の奥、身体の芯の熱は、いっそう強くなってはおらぬか？」

　そのとおりだ。肉体の奥は躾が始まった頃より熱くなり、その熱が蜜となって溢れ出た。

「蜜が溢れ出たところが、疼いておるのではないか？」

　言われたとおりだ。染みができた下着の中の肉は、ジンジンと疼いている。

「それは、コリーナが昂ぶっている証あかしじゃ」

「ち、違……」

「違わないぞよ」

　言葉を遮さえぎるように断言され、言い返すことができなかった。

　それは肉の疼きが、自慰で乳首に感じたのと同じ種類のものだったから。

　コリーナはアンジェリカの言葉で、性的な昂ぶりを実感させられてしまう。自分がエッチな女の子なんだと思わせられてしまう。

「わかったら、さっさと歩くのじゃ」

　そして、犬の躾が再開される。

　７周。

　スカートの奥の下着の内側は、もうベトベトだ。

　８周。

　そのせいで、あらためて自分がエッチなんだと思わせられた。

　思わせられて、快感へとつながる刺激を求める気持ちが強くなった。

　肉の火照りと疼き、快感への渇望に苛さいなまれながら、首輪の鎖を引かれる。

　頭がぼうっとして、もう何周めかわからない。

　チャリ、チャリリ……。

　揺れる鎖の音に、首輪につながれたペットの身分を実感する。

「はぅう、はぁ、はぁ……」

　ペットの身分に堕とされていくことを感じながら、口を開けて犬のように呼吸する。

　チャリ、チャリリ……。

「はぁ、はぁ、はぁあ……」

　鎖と吐息を交錯させ、あてもなくよつんばいで歩かされる。まるで、ほんとうの飼い犬の散歩のように。

「だいぶ、犬らしくなってきたのぅ」

　そこで、アンジェリカがコリーナに声をかけた。

「初めての躾でここまでできるとは、コリーナはいいワンちゃんじゃ」

　そしてよつんばいのコリーナのかたわらにしゃがみ込んで頭を撫でた。

　それは、飼い主が飼い犬を褒めるときの態度。けっして、伯爵令嬢に対するものではない。

「くっ……」

　悔しさを込めてアンジェリカを見ると、思いのほか優しい視線と目が合った。

　一瞬、ドキリとする。

（どうして、こんなにひどい仕打ちをしながら……？）

　こんな優しく慈愛に満ちた目ができるのだろう。

　その目を見ていると、なぜか羞恥も屈辱も感じなかった。

　いや、正確には感じていたが、それよりも大きな喜びがあった。恥ずかしく悔しいはずなのに、なぜか嬉しく思ってしまった。

　とはいえ、アンジェリカの視線が慈愛に満ちていたのは一瞬のこと。

　すぐに瞳に妖しい光を灯し、コリーナのスカートをめくり上げた。

　そして媚肉から吐き出された蜜が染みを作り、割れめの形をくっきり浮き立たせたそこに、下着の上から優しく触れた。

「ひぅんっ!?」

　それだけで快感がビリビリと電撃のように駆け抜け、よつんばいの身体をピクンと震わせる。

　息が苦しくて閉じられない口から、艶めいた悲鳴をあげてしまう。

「ひぁ……な、なんで……？」

　なぜ触れられただけで、そうなってしまうのか。

　それは、そこが女の子の一番感じる場所だからである。一番感じる場所が、呪いの首輪の淫魔法で火照り疼き、いっそう敏感になっているからである。

「はひゃ……ど、どうして……？」

　自分を捕らえ、そんな状態に貶おとしめた憎き敵にそうされることを拒絶できないのか。

　それはもちろん、コリーナの火照り疼く肉体が、快感を求めているからである。

「はふぁ……や、やめてぇ……」

　その証拠に、口ではアンジェリカの指を拒めても、コリーナの身体は逃れようとしなかった。

「どうしたのじゃ？　逃げぬのか？　口ではやめてと言っていても、ほんとうはして欲しいのではないのか？」

　そのことを揶揄されながら、触れた指をスッと動かされる。

「ち、違……ぅあぁん……」

　それだけで否定しきれず、艶めいた喘ぎを漏らしてしまう。

　そこに生まれた快感が、ゾクリと背すじを駆け抜ける。

「あぁ、いやぁ……」

　弱々しく首を振り、うめくように吐き出した声には、先ほどと同じく本気の拒絶はない。

「やめてえぇ……」

　それは、全身を蕩かせるような快感のせいであげてしまった、とまどいの声だ。

　そのことがわかっているアンジェリカは、もうなにも言わずコリーナを責め続ける。

　紅い瞳を妖しく輝かせ、下着の上から割れめを撫で続ける。

　それは、いっさいの魔法を使わない指の玩がん弄ろう。しかしそれが、今のコリーナにとっては極上の愛撫。

　その上質な愛撫が、コリーナを高める。

「あふぁあ、あふぅん……」

　高めて、喘がせる。

　気持ちいい。気持ちいい。

　自分を捕らえ、みじめな境遇に貶めた魔王の娘への敵てき愾がい心しんも忘れるほど、気持ちいい。

　憎き敵に感じさせられる屈辱感も押し流すほど、大きい快感の奔ほん流りゅうに襲われる。

「あっ、あっ、あぁあっ」

　下着の上からでもわかるほど、ぱっくり開いた入り口に沿って。

「ぁあっ、ふあっ、ぁあっ」

　下着から染み出した蜜にまみれた指を、踊るようにリズミカルに動かされて。

「あひっ、ああっ、ぁああっ」

　波のように押し寄せる快感の奔流に、翻弄される。

「あふぁ、あぁあん……」

　脚から力が抜け、ぺたんと尻もちをついた。

「これ、しゃんとするのじゃ」

　再び平手でピシャリとお尻を叩かれ。

「はふぁ、あいぃ……」

　軽い打擲にも快感を覚えてしまい。艶めかしくお尻を振りながら体勢を立て直す。

　もう、なにをされても感じてしまう。身体に与えられる刺激すべてが、快感に直結してしまう。

　気持ちいい。気持ちいい。

　気持ちいいことしか考えられないほど、気持ちいい。

　肉の火照りと疼きに苛まれ、おかしくなることを怖れて始めた自慰行為。それで求めた快感の果てに、コリーナはほんとうにおかしくなってしまったのか。

「あっ、ああっ、ぁああっ」

　もはや快感だけを覚え、快感だけを求めるようになったコリーナが望むものを、アンジェリカが与えてくれる。

「あぁあ、ふあっ、あぁあっ」

　艶めかしく喘ぎながら、与えてくれた快感に酔う。

　与える、与えられるから、与えてくれる、与えてくれた、へ。頭の中で使う言葉が、変化していることすら自覚できずに。

　コリーナは、快感の奔流に押し流される。

「ああっ、あふぁあ、ひゃああん……」

　ますます声が、艶めいてきた。艶めく声が、大きくなってきた。

　もう、声を抑えることはできない。抑えようと、思うことすらできない。

　自分で自分を制御できない。

「はふぁあ、あぁん、あふぁあん……」

　腕に力が入らない。上半身を支えられず、お尻を突き出して床にへたり込んでしまった。

　それほどまでに、大きすぎる快感に翻弄されて──。

　そのとき、なにかがきた。

　いや、コリーナのほうが、そこにたどり着いたのかもしれない。

　媚肉に生まれた快感が下半身全体に広がり、ドロリと溶けたような感覚。

　フワリと宙に浮いているような。浮きながら、際限なく落ちていくような。それでいて、高いところに押し上げられているような。

　わからない。わからない。

　自分の身になにが起きているのかわからない、未知の体験。

　でも、怖くはない。怖くないどころか、かつて感じたことのない、大いなる悦びに包まれて──。

「あひいっ！」

　悲鳴じみた叫びをあげ、背すじをのけぞらす。

「はひゃぁああッ！」

　艶めいた嬌声をあげ、全身をこわばらせる。

「あひゃああッ！　はひぁああああッ！」

　ひときわ高く、ひときわ艶やかに喘いで、コリーナはがっくりと身体の力を抜いた。




　つぶれた蛙のようにぶざまな姿勢で床にへたり込んだコリーナが、ときおりピクンと身を震わせる。

「あひ、あ……」

　ピクンと痙攣するたび、うめき声にも似た吐息を、緩く開いたままの口から漏らす。

「あっ、はふぁ……」

　身体に力が入らない。入れようとも思えない。

　そんなみじめな状態でもコリーナは満たされていた。

　満たされて、不思議な幸福感を感じていた。

「かわいかったぞよ、コリーナ」

　気づくと、アンジェリカが優しく頭を撫でてくれていた。

「わ、わたくし……」

　どうして、こうなってしまったのだろう。

　わずかに思考能力が回復し、頭に浮かんだ疑問を口にすると、アンジェリカが穏やかにほほ笑んで答えてくれた。

「わらわに愛撫され、コリーナはイッてしまったのじゃ」

「い……イッ、て……？」

「そう、イク。快感に満たされて、絶頂すること。それはすなわち、オンナの至上の悦び。オンナが得られる、最高のご褒美じゃ」

　その言葉の意味はわかった。コリーナはたしかに、恍惚のなかで、ほかに代えがたい幸福感を感じていた。

『いい子じゃ。上手にあんよができたら、ご褒美をあげるぞよ』

　犬の躾が始まったとき、アンジェリカはそう言った。

『初めての躾でここまでできるとは、コリーナはいいワンちゃんじゃ』

　犬の躾を終えるとき、そうも言った。

　このほかに代えがたい不思議な幸福感は、まさにご褒美。躾で成果をあげたことに対する、ご褒美なのだ。

　とはいえ、このご褒美は諸刃の剣である。ご褒美欲しさに従順に躾を受け続ければ、早晩ほんとうにペットの犬に堕とされてしまうかもしれない。

（だから……この悦びを、求めてはいけない……）

　恍惚の世界から少しずつ下りてきながら漠然と考えたコリーナは、まだ知らなかった。

　アンジェリカがオンナの調教に絶対必要と考える駆け引き。

　絶頂のご褒美は、その駆け引きの片方でしかないことに。飴と鞭のたとえになぞらえるなら、飴でしかないことに。そして狡猾なアンジェリカは、コリーナのための鞭も用意していることに。

　無垢な伯爵令嬢は、まだ気づいていなかった。





３章．脱走の罠




「今日の躾はここまでじゃ。わらわは所用を片づけるゆえ、ゆっくり休むがよい」

　絶頂の余韻から覚め、コリーナが上体を起こせるようになったところで、アンジェリカは寝台と反対側にある机の前に座り、なにやら作業を始めた。

「はぁ……」

　タタミの床にペタンと座り込み、拘束ミトンを嵌はめられた両手を見て、小さく息を吐く。

　アンジェリカに言われたとおり、もう両手は使えない。グーを握ったままミトンに閉じ込められて固められ、ものを持つことはできない。

「わたくしの手はもう……」

　つぶやいて、拘束ミトンの手で首輪に触れてみる。

　そこに、首輪があることはわかる。でも、正確な形はわからない。

　ベルトのバックルも、そこにかけられた錠前も、そこにあることがなんとなくわかる程度の感触しかない。

　もし施錠されていなくても、拘束ミトンを嵌められた手では、首輪を外すことは不可能だろう。

　そのまま、首輪につながれた鎖を視線で追ってみる。

　寝台の脚に巻きつけられた鎖の端も、錠前で留められている。

　もし施錠されていなくても、拘束ミトンの手では、鎖を外すことはできないだろう。

『拘束ミトンを着けられて道具を持てぬそなたの手は、獣の前足と同じ。すなわち、犬の前足と同じというわけじゃ』

　まさにそのとおりだ。コリーナの手は、犬の前足に変えられてしまった。

　今さらアンジェリカの言葉の重さをひしひしと感じていると、水差しと壺を持ってアレッタが現われた。

「コリーナちゃん、エサの時間ですよぉ」

　そう言ってエサ皿のひとつに水を注ぎ、もうひとつにレードルおたまで壺からすくったペレット状の固形物を入れる。

「肉と十数種類の野菜を形がなくなるまでスープでコトコト煮込み、食べやすいひと口サイズに固めたのですぅ」

　そして、にっこり笑って告げた。

「なんの肉かとか、どこで採れた野菜かとか、細かいことを気にしてはいけないのですぅ。栄養満点ですからぁ、残さず食べるのですよぉ」

　言葉の前半の不穏な部分には目をつむるとしても、食べる方法がない。

　ナイフやフォークはもちろん、スプーンもない。仮にあっても、拘束ミトンの手では持つことができない。

「あの、どうやって食べれば……？」

　困りはてて訊ねると、アレッタはキョトンとした表情を見せた。

「コリーナちゃんはワンちゃんなのですよぉ。エサ皿に直接口をつけて食べるに決まってるじゃないですかぁ」

　なにをあたりまえのことを言うんだという口調で告げ、スキップしながら部屋を出ていった。

「えっ、待って」

　そのうしろ姿に声をかけても、アレッタは戻ってこない。

　困りはて、すがるような視線をアンジェリカに向けると、彼女がゆっくりと振り返った。

「どうしたのじゃ。食べぬのか？」

　そう言って、木製の椅子から立ち上がる。

「わらわも試食したことがある。見ためはアレじゃが、味はまずまずじゃぞ？」

「で、でも……」

「コリーナ、そなたの身分を忘れたか？」

　そこで瞳に妖しい光を灯し、アンジェリカがコリーナを見た。

「コリーナは、わらわのペットじゃ。そのことを忘れたのかえ？　それとも、犬の躾が足りなかったかえ？」

　そしてそう言うと、右手でキセルをくるりと回し、回転させるあいだに鞭に変化させた。

　ヒュン。

　その鞭を、アンジェリカが虚空に振るう。

「ひっ……」

　空気を切り裂く音におののき、短く悲鳴をあげる。

「鞭で言うことを聞かせたほうがいいかえ？　それとも、自ら進んで食事するかえ？」

　顎を鞭で持ち上げられて訊ねられ、すくみあがる。

「さあ、犬のようにエサを食べるのじゃ」

　その鞭を頭に乗せられ、冷たく命じられる。

　先ほどまで見せていた優しさとは、うって変わった厳しい態度。

「素直に食べねば、罰の鞭が待っておるぞ」

　そう言われ、床に手を──いや前足をついたのは、豹変した態度とほのめかされた罰が怖ろしかったからだ。

「きちんと食べることができれば、褒美が待っておるぞ」

　そう言われ、腕を──いや前脚を折り、頭を下げ始めたのは、絶頂の甘美な恍惚を思い出したからだ。

　その幸福感を求めすぎてはいけないとわかっているのに、オンナの本能がそれを求めてしまっていた。

　目の前には、エサを盛った銀の皿。そこには、コリーナの名の刻印。

「くぅう……」

　犬の食器で、犬のように食事させられようとしていることに、激しい屈辱を感じる。

　いや、コリーナがさせられようとしているのは、食事ではなく食しょく餌じだ。犬のようにではなく、犬として食餌させられるのだ。

「くぅう……」

　そのことが悔しくて、くるおしくうめく。

　完全な犬扱いに耐えられず、下げかけていた頭を起こし、アンジェリカを見上げる。

　彼女の紅い瞳が、妖しく輝く。輝く瞳が、細くなる。

　嗤っているのか。怒ってはいないのか。いや、違う──。

　ピシッ！

　直後、肩を打ちすえられた。

　それは、スナップを利かせて手首を動かしただけの、ごく弱い打擲。

「ひいッ!?」

　しかし、コリーナは悲鳴をあげた。

　それほどまでの、激しい痛み。そして激痛が引くにつれ、痛みのなかに生まれる火照りと疼き。

（な、なにコレ……？）

　一瞬考えて、すぐに気づいた。

「そ、そんな……」

　コリーナが呆然とつぶやいたのは、今感じている火照りと疼きの先に、大いなる快感があることを身体が憶えてしまっていたからだ。

　この感覚が大きくなれば快感になると、知ってしまったからだ。

「なんじゃ、コリーナは鞭でも感じる身体になってしまったのかえ？」

　コリーナのとまどいを察知して、アンジェリカが的確な指摘をする。

「清楚な令嬢と思っておったが、それはうわべだけのこと。ひと皮剝けば、鞭でも感じるような淫らなオンナじゃったとはのう」

　違う。それは呪いの首輪のせいだ。

　今もコリーナの首を軽く締めつけ、強烈に存在感を主張している呪いの首輪により、淫魔法に侵された状態に貶められているからだ。

　そしてアンジェリカは呪いの首輪が発散する淫魔法の力を、思いのままに操ることができる。

　鞭の痛みをただの痛みとして脳に伝える状態に留めるか、痛みのなかに快感の予兆が生まれるほど淫魔法を強めるか、思いのままに変えられる。

　そのことを隠したまま、老ろう獪かいなアンジェリカが未熟なコリーナを翻弄する。

「鞭が罰にならぬなら、もっときつい罰を用意せねばならぬのう」

「ひ、ひいぃ……」

　アンジェリカの言葉に、未知の罰にコリーナは怖れおののく。

　魔王の娘が鞭よりきついという罰を、それがなんなのか知らないまま恐怖する。

　おののき、恐怖して、再び頭を下げ始める。

　これもまた、アンジェリカの手練手管のひとつ。

　その正体を隠して温存したまま、オンナの身にとって一番怖ろしい罰の存在を心に植えつけ従わせる、巧みな駆け引き。

　それに乗せられて、コリーナはアンジェリカの足下にひれ伏していく。

　チャリリ……。

　床に落ちた鎖が鳴る。

「ぅうう……」

　そのことにも屈辱を煽られ、低くうめく。

　瞳に溜まる涙に、視界がぼやける。

　ペレット状のエサをひとつ咥えたとき、溜まっていた涙がひとすじ溢れた。

　その涙に濡れる顔を見られたくなくて、コリーナは一心不乱にエサを食べ始めた。

　不覚にも、アンジェリカが言うとおり、ちょっと美味しいなどと思いながら。




　それから何日が経っただろう。

　ほんの数日の気もするし、半月くらい経った気もする。

　昼夜の差がないダンジョン温泉内では、すぐ時間の感覚がなくなってしまった。拘束ミトンの手では食餌の数を指折り数えることもできず、日にちもわからなくなってしまった。

　あれから──。

　屈辱の食餌を終えてから、アンジェリカはまたご褒美をくれた。感じるところを愛撫してくれて、恍惚の世界へ誘いざなってくれた。

　それで絶頂の甘美な味をまた肉体に憶え込まされて、その日はそのまま床で眠ってしまった。

　恍惚の世界の幸福感に溺れてはいけないとわかっているのに、その悦びに包まれたまま。

　そして翌朝、またアレッタがエサを運んできた。アンジェリカに監視されながらの犬の食餌には、昨日ほどの屈辱感はなかった。涙が染み込まないぶん、ちょっとだけ塩気が薄い気がした。

　昼、アレッタとエレッタが、ふたりで檻ケージを運んできた。

「コリーナちゃんのおうちですよぉ」

　あっけらかんと言うと、その檻をアンジェリカの寝台のすぐ横にすえつけ。

「今日から、おかみさんが寝室にいるときとお散歩の時間以外は、このおうちで暮らすのですぅ」

　そして横になるとギリギリ脚が伸ばせるほど、立つと中腰でしかいられない──つまりよつんばいが一番楽な姿勢という檻に、コリーナを押し込めた。

　以来、食餌はほとんど檻のなか。ダンジョン温泉の施設管理が忙しいのか、アンジェリカの監視が減ったことも相まって、犬の食餌の屈辱感はますます薄れていった。

　そしてきちんと食餌ができるたび、アンジェリカが満足するまでよつんばいの散歩ができるたび、ご褒美として快楽をもらえる。

　その頃から、コリーナのなかに不安感が生まれてきた。

　このまま犬の食餌と散歩の屈辱感がなくなってしまい、自分は犬の暮らしに馴らされてしまうんじゃないか。

　ご褒美をもらうためにどんなはしたないこともするようになり、身も心もアンジェリカのペットに堕とされてしまうんじゃないか。

　フリーダやイングリッドが助けにきても、もう元の令嬢には戻れなくなるんじゃないか。

　日を追うごとに、犬の躾が進むほどに、その不安が大きくなっていく。

　不安が大きくなるにつれ、それに比例するように、ペット堕ちに抗おうとする気持ちも強くなる。

　慕い信頼するふたりが救出にきたときのことを思い、肉体は犬の躾に馴らされても、精神まではけっして堕とされまいと心に決める。

　心に決めて、反抗の態度を見せることはなくても、修行する求道者のごとく黙々と調教を受けるようになる。

　そして、コリーナのなかでペット堕ちの不安と、それに抗おうとする気持ちが極限まで高まったときである。

「今日はコリーナちゃんのおうちのお掃除をするですよぉ」

　掃除道具を持って現われたアレッタが、オビと呼ばれる布ベルトに挟んでいた鍵で、檻の扉を開けた。

「外に出るですぅ。お掃除のあいだ、エサを食べておとなしくしているですよぉ」

　そしてそう言って外した錠前と鍵を床に置くと、コリーナを檻から出し、入れ替わりに掃除道具を手に檻のなかに入った。

　アレッタが檻の掃除に来るのは二度めである。この前は檻から出されると同時に、首輪の鎖を寝台の脚につながれていた。

　しかし、今日は鎖はつながれていない。寝室の扉も開かれたまま。

（躾が順調に進んでいると思って、油断している!?）

　コリーナは、そう感じた。

（今なら、逃げられる!?）

　同時に、そう直感した。

　アンジェリカが増築に増築を重ねたせいで、ダンジョン温泉は迷路のような構造。しかも眠ったままアンジェリカの寝室に連れてこられたため、ここから出口までの道はわからない。

（でも……）

　コリーナは床に置かれたままの錠前と、鼻歌を歌いながら檻の掃除をするアレッタを交互に見た。

　このまま檻の扉を閉め、鍵をかけてアレッタを閉じ込めることができれば、相当な時間を稼げるだろう。

　ダンジョン温泉の建物内部は広大。それは裏を返せば、途中でアンジェリカやエレッタに出逢う可能性も低いということ。

　それに、自分はダンジョン温泉に来た時点で、アンジェリカに目をつけられていたのだ。

　脱走する気持ちをくじくために、わざと遠回りして風呂まで案内されたのだろう。道に迷った客の話も、脅すためにでっちあげたものかもしれない。

　それになにより、このままここで囚われていれば、いずれ身も心もペットに堕とされてしまう。

（だったら、危険を冒しても、脱出を試みる価値はある！）

　そう心に決めて、ゆっくりと檻の扉を閉めていく。

　こちらに背を向けて、アレッタは鼻歌交じりに掃除している。

　扉を閉じきり、閂かんぬきをかける。

　まだ、アレッタは気づいていないようだ。

「ふぅ……」

　と小さく息を吐き、錠前を持ち上げようと、拘束ミトンの右手と左手で挟み込んでみる。

　一度め。うまくいかず、タタミの上に錠前が転がった。

　二度め。さっきより慎重に挟むと、錠前を持ち上げることができた。

　そのままゆっくりと錠前を運び、閂の金具に錠前のツルを通す。これで、錠前を落とす心配はなくなった。

「ふぅ……」

　もう一度息を吐き、手の位置を変え、力を込めてツルを錠前本体に押し込み──。

　カチリ。

　おしゃべりしていたら聞こえない程度の小さな金属音ともに、檻の扉が施錠された。

　掃除に集中しているのか、アレッタはまだ気づいていない。

　不注意で自分を逃したと知れれば、アレッタはアンジェリカに厳しく罰せられるだろう。きつく責められて、愛らしい顔を歪めて泣くかもしれない。

（でも……！）

　一瞬躊ちゅう躇ちょし、首をブンブン振ってアレッタへの同情を頭から追い出す。

「ごめんね、アレッタ……」

　そして、鼻歌を歌うアレッタには聞こえないよう小さな声でつぶやいて、コリーナは立ち上がった。




「はぁあ……おかみさんの言ったとおりになっちゃいましたぁ」

　コリーナが立ち去ったあと、檻に閉じ込められたアレッタが、大きなため息をついた。

「それにしても、コリーナちゃんは、ほんとうにいい子ですねぇ……アレッタなんかのことを気遣ってくれるなんてぇ……」

　そして、檻の中でぺたんこ座りのまま、悲しげにうつむいてつぶやく。

「そんなコリーナちゃんに罠をしかけるのは、とーっても心苦しいのですがぁ……」

　それから唇の端を吊り上げて、いたずらが成功した子どものような表情で、ここにはいないはずのアンジェリカに呼びかけた。

「おかみさぁん、大成功なのですー」

　すると、誰もいなかった寝室内の空間に、アンジェリカが姿を現わした。

　そう、すべてはアンジェリカの罠だったのだ。

「ご苦労じゃ、アレッタ。手間をかけさせたのう」

「はいぃ。でもなぜ、コリーナちゃんを罠に嵌めたのですかぁ？」

「それはのう……コリーナが、いまだ希望を持っておるからじゃ」

　つまり、こういうことである。

　コリーナは、助けがくると信じていた。家庭教師兼おつきメイドにして、元戦闘魔導師のフリーダが。王国の宝とも称される、姫騎士イングリッドが。慕い、信頼する人が、助けにきてくれると信じていた。

　その希望は、一見順調に思える調教の、最後の妨げになっていた。

　コリーナは彼女たちが助けにきたときのことを考え、修行をするがごとく、ただ黙々と調教を受けるだけになっていた。

　このままでは、ほんとうの意味での調教は進まない。技術スキルとして犬のしぐさはすぐ身についても、心までペットに堕としきるには、長い時間がかかる。

「つまり、コリーナちゃんの希望を砕き、心を折るために罠を？」

「そのとおりじゃ、アレッタは賢いのう。ともあれ、そなたのおかげで首尾は上々じゃ。もう檻から出てもよいぞよ」

「はーい」

　アンジェリカがねぎらって声をかけると、アレッタが鉄格子の隙間から細い腕を出し、小さな手で錠前をつかんだ。

「よいしょ……っと」

　そしてつかんだ錠前を軽くひねると、頑丈なはずの鉄製の錠前が、あっけなく破壊された。




「はぁ、はぁ、はぁ……」

　息を切らしながら、廊下を走る。

「はぁはぁはぁはぁ……」

　呪いの首輪で発情させられたままの肉体では、すぐに呼吸が苦しくなり、走れなくなってしまう。

　それでも立ち止まったりせず、歩きながら呼吸を整え、回復したらまた走る。

　ときおり、発情した肉の火照りと疼きが、走っていられないほど強くなる。

　そのせいで動けなくなったときも、休憩は立ったまま。けっして座り込むことなく、わずかでも火照りと疼きが治ると、すぐ動きだす。

　道に迷ったら、常に一定方向に曲がるようにすること。そうすれば、あてもなく迷走せずに済む。

　ダンジョン探索の真似事を始めるとき、初心者向けの手引書で学んだことを忠実に守って、一心不乱に走る。

「それは、あくまでダンジョン探索にかぎってのことじゃ。廊下が複雑に接続し合う広い建物内でそれをやれば、同じところを堂々めぐりして、ほんとうに迷ってしまうぞよ……」

　コリーナがそうなりかけていることを察知し、ため息交じりにつぶやき、アンジェリカが魔法で建物内部の構造を組み替え始めた。

「まったくもって、世話の焼ける子じゃ」

　言葉とは裏腹、そんなコリーナを愛おしく思いながら、自由自在に廊下を組み替え、つなぎ合わせていく。

　それはもちろん、コリーナの脱走を助けるためではない。むしろ、彼女の目指す方向とは逆の場所に導くためだ。

　そのことも知らずに、コリーナはどこにあるとも知れない出口を目指して走る。

「はぁ、はぁ、はぁ……」

　息が切れ、肉の火照りが耐えがたいものになると立ち止まり、前方の曲がり角を見すえて呼吸を整え、火照りと疼きを冷ます。

　そのあいだにも曲がり角の先で廊下が組み替えられているのだが、コリーナはそのことに気づかない。

　コリーナに魔法の素養があれば、強大な魔力が動いていると感じただろう。しかし、彼女は魔導師ではない。魔導師の才能もなければ、その修行をしたこともない。

　そのためアンジェリカに導かれていることもわからず、肉体の火照りと疼きがわずかに冷めると走り始める。

　そして何度めかの休憩のあと、曲がり角を左に折れたところで、コリーナは凍りついた。

「おかえり、コリーナ。ひとりの散歩は、楽しかったかえ？」

　そこに──さっき逃げ出したはずの寝室に、アンジェリカがキセルの煙をくゆらせながら、妖しく嗤って立っていた。





４章．脱走の罰は甘美なご褒美




　コリーナの脱走劇は、あっけなく失敗に終わった。

「そ、そんな……」

　愕然とし、ヘナヘナとその場にへたり込んだコリーナの肩に、アンジェリカが手を置く。

「コリーナを捕らえたとき、けっして逃さぬと言った意味、これでわかったじゃろう？」

　わかっていた。

　廊下の形が、あきらかに変わっていた。

　脱走を始めたときは、寝室を出たところの廊下はまっすぐだった。にもかかわらず、戻ってきたときは寝室の前の廊下は右に折れていた。

　ダンジョン温泉は、アンジェリカがひとりで建てた魔法建築。建てたあとも、魔法で増築した施設。

　それゆえ、彼女は魔法で建物を自由自在に、しかも瞬時に改装できる。

　コリーナの脱走を知ったアンジェリカは、その力を用い、勝手にここに戻ってくるよう仕向けたのだ。

　もう、ここから逃げられない。

　アンジェリカがしかけた罠には気づけなくとも、魔王の娘の圧倒的な力を思い知らされ、その思いを強くする。

　アンジェリカの魔法には、抗えない。

　人智を超えた魔法の力を見せつけられ、そう思い込まされる。

　そのことをコリーナの心に刻みつけ、罠の目的を半ば達成したことを確信して、アンジェリカが紅い瞳を妖しく輝かせた。

「賢いコリーナのことじゃ、脱走の罰を受けねばならぬことも、わかっておろうな？」

　そして右手のキセルの吸い口を唇につけ、薄桃色の煙をコリーナに吹きかけた。

　いつもの甘ったるい匂い。

　しかしこのたびは、その匂いにむせ返ることはなかった。吹きかけられた煙は、いつもの煙ではなかった。

　薄桃色の煙が拡散することなく、綿菓子のようにコリーナの首から下にまとわりつく。

「わが愛しき女を生まれたままの姿に……脱衣エッフ・エルス」

　そこで、アンジェリカが王国共通言語と魔界語が入り混じった呪文を詠唱した。

　直後、まとわりつく煙の中で、コリーナの服が溶け始めた。

「ひっ……!?」

　驚き、短く悲鳴をあげたときには、下着まで煙の中で霧消していた。

「わが愛しき女を捕らえよ……着膜ゲルント・アメート」

　煙を払いのけるよりも恥ずかしさが先に立ち、両手で裸身を隠そうとしたところで、アンジェリカが再び呪文を詠唱。すると、コリーナの裸身を閉じ込めた薄桃色の煙が収縮し始めた。

　収縮するにつれ、煙の色が濃くなる。色の濃さを増しながら、固化していく。

「いやあぁ……なにコレぇ!?」

　とまどいの声をあげたときには、煙はアンジェリカのキモノと同じ意匠の柄が配された、袋状の紅い膜と化していた。

　煙が収縮した身体を包む袋ボディバッグの膜は薄く柔らかいが、強度は高い。

　まるで南方の木から採れる樹液を精製して作られるラバーのように、ねっとりと独特の湿りけを帯び、肌にまとわりつく。

　その気持ち悪さから逃れようと、中から手で押せば伸び、伸びたぶんだけ反発して押し戻される。

「いやぁ……いやぁ……」

　膜からは逃れられないと知り、ひざまずいた裸身を紅い膜で包まれたまま、コリーナがアンジェリカに怯えた視線を向ける。

「コリーナ、両手を背中に回して組むのじゃ」

「えっ……」

「三度は言わぬぞ。両手をうしろで組むのじゃ」

「は、はひぃ……」

　逆らうことが怖ろしく、震えながら従うと、アンジェリカが再び呪文を詠唱した。

「わが愛しき女を締めあげよ……締膜フィート・アメート」

　直後、膜の中の空気が、いずこからか抜かれ始めた。

　空気が抜かれたぶん、膜が柔肌に貼りつく。貼りついて、締めつける。

「いやいや、なにコレぇ……!?」

　とまどうコリーナの身を締めつけ、ひざまずき腕を後手に組んだ状態で、肉体を真空パックのように固めていく。

「締膜終了フィート・アメート・コンプリテ」

　そしてアンジェリカが術式完了の呪文を詠唱すると、膜の余分な部分は消滅。同時にところどころにできていた皺しわも消えた。

「なんていやらしいのじゃ、コリーナ」

　そこで、アンジェリカが感嘆の声をあげた。

「袋の中の空気を抜かれ、真空パックにされたコリーナの肉体、とってもいやらしいぞよ」

　そして、紅い瞳を爛らん々らんと輝かせた。

「い、いやぁ……恥ずかしい。言わないでぇ……」

　コリーナがそう言っていやいやをするように首を振ったのは、自分でも同じ感想を持ってしまったからだ。

　自らの肉体のいやらしさに気づいてしまったから、そのことを指摘されて激しい羞恥を感じたのだ。

　とはいえアンジェリカの視点から見ると、真空パックされたコリーナの肉体は、彼女自身が感じている以上にいやらしい。

　抜群の強度を保ちながらみっちりと貼りつく紅い膜は、特に柔らかい部分をわずかに圧迫して押しつぶしつつも、くっきりとコリーナの肉の輪郭を浮き立たせている。

　繊細な鎖骨も、ふたつの乳房の頂のぷっくり膨れてしこる乳首も、うっすらと縦に割れたお腹も、おへそのくぼみの形も、膜の上に忠実に再現されている。

　ふだんは薄い飾り毛に隠されている女肉の割れめの形も、今は手に取るようにわかる。
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　そのうえ膜に独特の光沢があるせいで、生身より妖艶な艶を帯びていやらしく見える。

　そして、いやらしさ淫らさは、サキュバスの血が流れるアンジェリカにとっては賞賛すべきこと。

「嫌じゃ。何度でも言うてやる。コリーナ、今のそなたの肉体は、最高にいやらしい」

　彼女にとっては最上位の褒め言葉を口にして、アンジェリカが真空パックコリーナに身を寄せた。

「い、いやぁ……」

　反射的に逃れようとして、できなかった。

　わずかに数センチ、蠢くことができただけだった。

　もしコリーナが客観的にわが身を観察できたなら、アンジェリカから逃れようと思うことすらできなかっただろう。

　それほどまでに、膜の真空パック拘束は絶望的だ。

　キセルの煙が変化した時点で、膜につなぎ目はない。全身に力を込めて押しても際限なく伸び、けっして裂けたり破れたりしない。それどころか、押したぶんだけ反発して押し返す強度があった。

　その膜が内部の空気を抜かれ、みっちりと肌に貼りつき、締めつけてくるのだ。後手拘束されひざまずいた状態から、逃れられるわけがない。

　紅い淫魔法の膜で真空パックされ、逃げられないコリーナの肉体に腕を回し、アンジェリカが艶めかしく抱擁する。

「いやぁ、いやよぅ……」

　とまどいから真空パックされた身をよじろうとしても、ほんのわずかに震わせられただけだった。

「はふぁ……」

　膜に締めあげられた肉体を優しく抱かれ、コリーナが甘い吐息を漏らす。

　それはもちろん、コリーナの肉体が呪いの首輪の淫魔法に侵されているから。

　淫魔法に侵され、敏感になった肉体を真空パックされ、全身均等にみっちりと締めつけられているから。

　もともと無数の腕に抱かれているような刺激を受けていたところで、アンジェリカに抱擁されたから。

　そのうえ、呪いの首輪と同じ淫魔法は、火照り疼くコリーナの肉を捕らえて離さない膜からも発散されている。

　同じように、アンジェリカ自身の肉体からも放出されている。

「あふぁあ……」

　そのせいで肉の火照りと疼きがさらに強くなり、吐息に艶が増したときである。

「もう、たまらぬ」

　アンジェリカが感極まったように口を開いた。

「最高にいやらしいコリーナの姿を見、その身を抱いだき、わらわも昂ぶってきたぞよ」

　そう言ってコリーナを抱いていた手を離し、身体の横で開く。

　直後、その身体が薄桃色の燐光に包まれた。

　その燐光の中で、アンジェリカのキモノが霧のように消える。その色が混じり、燐光の色が濃くなる。

「あぁああん……ッ！」

　そして艶めいて喘いだ直後、アンジェリカの背中に蝙蝠こうもりのような羽根が出現した。尾てい骨のあたりから、細い尻尾が生えた。

　ついに、アンジェリカがサキュバスの本性を現わした。

「淫気着装レ・センタティオン！」

　紅い瞳を輝かせたまま、魔界語で詠唱したところで燐光が収縮。白い豊満な裸身に貼りつく。

　貼りついた燐光が、新たな装束スーツに変化する。

「これが、わらわの本性じゃ。アンジェリカ・アン・バルベルの完全態じゃ！」

　それは、サキュバスの淫魔法を駆使する魔王の娘にふさわしい姿だった。

　豊満であるべきところは豊かに膨らみ、引き締まっているべきところはキュッと締まったアンジェリカの肉体。

　オンナのカラダの性的な部分を前面に押し出した肉体を包む装束は、白い柔肌にぴっちりと貼りつき、ところどころが透けている。コリーナを真空パックする膜にも似て、独特の光沢を放っている。

「この姿のわらわの淫魔法は、ひと味違うぞよ」

　完全態となったアンジェリカが、妖しく嗤う。

「ひっ……」

　その妖艶さに迫力すら感じ、短く悲鳴をあげたところで、真空パック膜の締めつけが強くなった。

「ふひゃあっ!?」

　全身を締めあげられ喘いでしまったのは、締めつけのみならず淫魔法も強くなっているからなのか。

『この姿のわらわの淫魔法は、ひと味違うぞよ』

　アンジェリカ自身がそう言うからには、きっとそうなのだろう。完全態の魔王の娘は、これまで以上に強力な淫魔法が使えるのだ。

　アンジェリカの強大な魔法の力を思い知らされていたコリーナは、そのことをすぐさま理解する。

　とはいえアンジェリカが、すぐにその実力を示すことはなかった。

「じゃが、怖れることはない。コリーナがあまりにもいやらしいゆえ、衝動を抑えきれず完全態になってしまったが、わらわがそなたを大切に想う気持ちに変わりはないぞよ」

　そう言うと、再びコリーナを優しく抱きしめた。

「う、うそ……」

「噓なものか」

「だ、だって……」

　ほんとうに大切に想っているなら、ペットにして飼おうとしないはずだ。

　女が女を愛するということがよくわからないけれど、ほんとうに大切に想っているなら、人生を共にする伴侶パートナーとして、永遠に──。

　そこまで考えて、ハッとした。

『コリーナはここで、永遠にわらわに飼われて過ごすのじゃから』

　ペットにすると宣言したとき、アンジェリカはたしかにそう言った。

　はたしてそれは、アンジェリカの愛の告白だったのか。

　ペットにして犬のように飼うという一見異常な行為は、彼女にとっての愛の表現なのか。

　コリーナにはとうてい理解できない心情だが、アンジェリカならもしかして──。

　そこまで考えたところで、アンジェリカが再びコリーナを抱きしめ、その唇に自らの唇を重ねた。

「んうっ!?」

　突然の抱擁と接せっ吻ぷんに驚き、目を見開くと、超至近距離で紅い瞳と目が合った。

　急に恥ずかしくなり、とっさに目を閉じる。

　恋愛の経験がないコリーナは知らなかったが、それは恋人どうしのあいだで、キスを受け入れた意思を示す合図だった。

　コリーナがそうと知らずにしてしまった合図を、アンジェリカは額面どおりに受け取る。

　キスが受け入れられたと判断して、さらにディープな口づけに移行する。

「んっ、んんっ!?」

　強く唇を吸われ、反射的にアンジェリカを押しのけようとしたが、真空パックで後手拘束された腕は震わせる程度にしか動かせなかった。

　キチチ、ミチッ。

　アンジェリカの装束と、真空パックの膜がこすれてたてる音。

「んぅあやめて……ッ!?」

　キスを拒否しようと開きかけた口に、唾液を流し込まれた。

　甘い匂いが、鼻に抜ける。甘ったるい唾液が、舌に絡みつく。

　それは淫魔法の匂い。淫魔法の味。完全態になったアンジェリカは、肉体そのものが淫魔法の塊なのか。淫魔法そのものの肉体が分泌するから、唾液も淫魔法の塊なのか。

「んっ、ふぁ……」

　淫魔法の唾液を飲み下してしまい、肉体の内から侵されたところで、アンジェリカの舌が口中に侵入してきた。

　一瞬舌と舌が触れ、思わず引いてしまったことで、いっそう深く侵入を許してしまった。

　触手のように器用に蠢く舌で舌を絡め取られてしまい、もう抵抗できなくなった。

「んぅ、んう……」

　絡まる舌で、口中を愛撫される。唇で、強く口を吸われる。

　少し背が高いアンジェリカが流し込む唾液を、喉を鳴らして飲み下してしまう。

　ミチミチ、ミチチ……。

　アンジェリカの装束と真空パック膜がこすれる音すら、淫らなものに聞こえる。

　淫魔法に侵され、感じやすくなった肉体を、ディープなキスで酔わされていく。

「んふっ、んあぁ……」

　酔わされ、蕩けた身体から力が抜け、アンジェリカに押し倒された。

　キチキチ、ミチュ……。

　装束と膜が強くすれ合い、激しく鳴く。

　後手拘束で脚を折った姿勢で真空パックされた肉体をあお向けに倒され、のしかかられ、その姿勢から動けなくなった。

「うふふ……ようやくわらわを受け入れる気持ちになったようじゃな」

　ようやく唇を離したアンジェリカが、艶めいてささやく。

　ほんとうに、そうなのだろうか。

　自分は、アンジェリカを受け入れてしまったのだろうか。

　恋愛の機微を知らないコリーナは、自らが無意識に取ってしまった行動の意味がわからない。

　とはいえ、アンジェリカの言葉を即座に否定できないほど、コリーナは酔わされていた。蕩けさせられていた。

　酔わされ、蕩けさせられ、飼い主に服従してすべてを投げ出し、お腹を晒す犬のように呼吸を荒げてアンジェリカを見上げる。

　そんなコリーナを覆い被さる状態で見下ろしながら、アンジェリカがキセルを手に取った。

「じゃが、脱走の罰は受けねばならぬ。その罰を受けたあと、コリーナは真にわらわのものになる資格を得る」

　そしてそう言うと、手にしたキセルをくるりと回し、鞭に変化させた。

　罰だから、鞭で打たれるのか。

　淫魔法の膜で真空パックされ、身動きできない身体を、厳しく打ちすえられるのか。

「ひッ……!?」

　そのことを怖れ、短く悲鳴をあげたときである。

　ヒュン。

　鞭が空気を切り裂く音。

　ピシッ！

　その先端が、真空パックされ締めつけられてなお、ぷっくりと形を浮き立たせていた乳首をかすめた。

「ひぅううううッ！」

　その刹那、乳首がちぎれたかと思うほどの痛み。しかし、次の瞬間には猛烈な快感に襲われ、目を剝いて叫んでしまった。

「ひぁああああッ！」

　逆の乳首も同じように打たれ、もう一度。

「ふぁはッ、ひッ……な、なにコレぇ!?」

「くくく……言ったはずじゃ。この姿のわらわの淫魔法は、ひと味違うぞと」

　つまり、ここにきてアンジェリカは、ついに完全態の淫魔法を開放したのだ。

「そ、そんな……ふぁはぁあッ！」

　鞭の痛みとほぼ同時に快感が襲ってきたことに、とまどいの声をあげかけたところで、さらに一撃。

「あひぁあああぁ……」

　尾を引く快感に喘いでいるあいだに、今度は真空パックされたうえ、あお向けにされたせいで、ふだんよりなだらかになった乳房ごと。

「はひゃああ、あふぁ、あぅああっ」

　先ほどよりは弱く、ペチペチと連続して叩かれ、艶めいて喘がされる。

　叩かれて快感を感じてしまうのは、初めてじゃない。

　初めて絶頂させられる直前、平手でお尻を叩かれたときもそうだった。犬の食餌を拒もうとして、鞭で打たれたときも感じてしまった。

　だがそのときは、痛みが勝っていた。快感が生まれたのは、痛みが引いていったときだった。今のように、打擲そのものが快感を生んだりしなかった。

　これでは、罰にならないのではないか。いくら罰として叩かれても、甘美なご褒美になってしまうのではないか。

　鞭の快感に翻弄されながら、そう思ってしまったコリーナの考えは、甘かった。

　大きすぎる快感は恐ろしい拷問にもなりうると、無垢な令嬢は知らなかった。

　そのことを隠したまま、アンジェリカが鞭を振るい続ける。

「あひぃ、ひゃああッ！」

　ペチペチと連続して胸を叩く。

「はひゃ、あふぁああッ！」

　そうしてコリーナを艶めいて喘がせ、先端を滑らせるように首のほうへ移動、触れるか触れないかの強さで鎖骨のラインを撫で、そのまま肩へ。

「あっふぁ、はぅうん……」

　打擲のときとは違う、ゾクゾクする快感を触れたところに刻みながら、二の腕。

「はふぁあ、あぅうん……」

　くすぐったさ混じりの快感を与え、逆戻りして再び胸。乳房の丘の周りを円を描くように１周してから、その半径を縮めていき、乳首の上をスッと通過させる。

「はふぁ、あぅああん……」

　そのひとすりで艶やかに喘がせてから、強めに打つ。

　ピシッ！

「はひゃあああッ！」

　もう１発。

　ピシッ！

「はふぁあああッ！」

　また、悲鳴じみた嬌声をあげさせられた。

「あひぁ、あっあああ……」

　大きな快感が尾を引くなか、再び真空パック膜の上を、鞭が滑る。

　次はどこが狙われるのか。

　小さな恐怖と大きな期待感に囚われながら、乳房の下からわき腹へ。

「はひゃ、あっああっ……」

　そこでも快感を発生させ、性感を高めながら、腰骨のあたりまで下りて下腹部。

　そこからさらに下りていき、ついに女の子の大切なところに触れるかと思われたところで、スッとずれて内股へ。

「ひゃあぁ、はぁあん……」

　またもゾクゾクと快感を生みながら、いったん膝のすぐ上まで。

　それから、また内股を這い上がってきて──。

　ピシッ！

「いッ……ッ!?」

　一瞬、息が止まるほどの衝撃。

「ぃッ……ぎぁあああああッ！」

　わずかな間のあと、獣のように咆ほう哮こうしていた。

「くふふ……そなたでも、そんな声を出すのじゃな、コリーナ？」

　その叫びを揶揄するアンジェリカの言葉も、耳に届いていなかった。

　それほどの圧倒的な快感で、瞬間的に一段高いところに押し上げられた。

　ピシッ！

「いッ、ギッ……!?」

　２発め。

「ッ……ァああああああッ！」

　もう一度叫んで、ようやく女の子の大切なところを鞭で打たれたのだと気づいた。

「あッ、あッ……そんな、やめ……ッ!?」

　アンジェリカが鞭を振り上げるのを見て、打擲の中止を懇願しかけたところで、３発め。

　ピシッ！

「ぁああぁああああああッ！」

　痛いわけではなかった。いや、痛みを感じているはずなのに、大きすぎる快感しか覚えなかった。

「ぁひっ……あっあっあっ……」

　大波のような快感が引いても、押し上げられたところから下りてこられなかった。

　大波が去っても、ジンジンと痺れるような快感は消えなかった。

　おそらく、いやきっと、本気の打擲ではなかったはずだ。本気どころか、鞭を振るう手には、ほとんど力は込められていなかったに違いない。

　それでも、ふだんならそこを鞭で打たれたら痛みしか感じなかっただろう。にもかかわらず、今のコリーナは快感のみしか覚えなかった。

　それはもちろん、コリーナが完全態となったアンジェリカの淫魔法に侵されていたから。

　そのせいで、身体に受ける刺激すべてが、快感に直結する状態に貶められていたから。

　朦朧とし始めた頭でようやく理解できたところで、真空パックに囚われ身動きできないコリーナには、どうすることもできない。

　そんなコリーナの大切なところに、アンジェリカが鞭を這わせる。

　オンナの肉にみっちりと貼りつき、ぱっくり割れた形を浮き立たせた場所を、触れるか触れないかの強さで撫でさする。

「気持ちよさそうじゃな、コリーナ？」

　そこで、嗜虐的な光を紅い瞳に宿し、アンジェリカが口を開いた。

「あとひと打ちでイク。そんな状態じゃろう？」

　そのとおりだった。

　あと１発打ってくれるだけで、いや、このままこすり続けてくれるだけで、イキそうだった。

「イキたければ、そう言うのじゃぞ。さすれば、すぐさまイカせてやろう」

「あっふぁ……イ、イカせ……ッ!?」

　誘われるまま言いかけて、慌てて言葉を飲み込んだ。

　フリーダとイングリッドが助けにきたとき、凛とした姿を見せなければならない。肉体は犬の躾に馴らされても、精神まではけっして堕とされない。

　コリーナは、そう心に誓った。

　そのため心のなかでご褒美を、絶頂を望むことはあっても、けっしてその望みを口にしなかった。

（だから……このたびも、絶対……）

　絶頂を懇願してはいけない。ご褒美欲しさに恥ずかしい言葉を口にするような、はしたない娘になってはいけない。

　その一念で、喉元まで出かかった言葉を飲み込んだ。

「そうかえ、まだイキたくないのか……ならば、イキたくなったらいつでも言うがよいぞ」

　するとアンジェリカは懇願を無理強いすることなく、妖しく嗤ってコリーナのそこをこすり続けた。

　なぜ、そんな顔をするのだろう。

　自分は彼女の申し出を受けなかったのに、なぜ彼女は嗤っているのだろう。

　それは、アンジェリカはこの時点で、コリーナの陥落を確信していたから。同時に、必死で抗う姿すら、愛おしく感じているから。

　とはいえ、そのことはコリーナにはわからない。

　わからないまま、そこをこすられているだけで、性感が高まってきた。

　熱に浮かされたように、頭がぼうっとしてきた。

「あっふぁ、あっ、あはあっ……」

　緩く開いた口から漏れる声が、次第に大きくなってきた。

　真空パックされた身体に、力が入らなくなってきた。

　膜の上からこすられ続ける媚肉に生まれた快感が下半身全体に広がり、内からドロリと溶けたような感覚。

　近い。もう絶頂は近い。

　くるおしさに身をよじろうとしても、できたのは首から下をみっちりと真空パックされた身体を震わせることだけ。

　肉体にまとわりつき、締めつける膜に閉じ込められたコリーナは、あとほんの少しそこをこすられるだけで──。

　そこで、鞭の動きが止まった。恍惚の世界にたどり着く寸前で、引き戻された。

　目の前に大いなる悦びを見せられたところで、おあずけをくらった残念な感じ。

「ふぁ……そ、そんなぁ……」

　思わず不満の声を漏らしかけるとアンジェリカが紅い瞳を細めた。

「イキたいかえ？」

　イキたい。でも、言わなかった。言えなかった。

　するとアンジェリカはそれ以上誘惑せず、黙って鞭の柄を媚肉の割れめに押しつけた。

「はふぁあ……」

　それだけで、わずかに冷めた性感が、再び高められる。ほんのちょっとだけ、絶頂に近づく。

「はふぁああ……」

　もう一度。また少しだけ、恍惚の世界に近づいた。

「はひゃあぁあ……」

　さらにひと押しされて、絶頂寸前まで押し上げられた。

　しかし、それ以上アンジェリカの手は動かなかった。

　大いなる性の高みを目前に、またおあずけを食わされた。

　イキたい。イキたい。でもイケない。

　絶頂までのあと一歩を求め、無意識にそこを鞭に押しつけようと試みるが、身体はほとんど動かなかった。

　ほんのわずかに腰を突き出しても、アンジェリカは鞭の柄をスッと浮かせてしまう。

　もし手を動かせたら、思うさまにそこを弄っていただろう。足を動かせたら、アンジェリカをはねのけて鞭を奪おうとしたかもしれない。それほどまでの、絶頂への渇望。

「イキたいかえ？」

　イキたい。イキたくて仕方ない。

「イキたかったら、イカせてと言うのじゃぞ」

　もう、限界だった。

　そもそも、自分がアンジェリカの魔法に抗えるわけがないのだ。

　脱走の罠で心を折られていたコリーナは、そう思ってしまう。思ってしまい、諦めてしまう。

「い……イカせ……」

　かすれた声で言いかけて、一度コクリと喉を鳴らし、パクパクと口を動かして。

　でも、言えなかった。

　イキたくて、絶頂させてほしくて仕方ないのに、その思いを口にできなかった。

　なにも言わず、アンジェリカがそんなコリーナに鞭の玩弄を再開する。

　妖しくほほ笑んだまま、そこを柄でキュッキュッとリズミカルにこする。

　その行為に、再び性感を高められ。

「はふぁ、ああっ、あああっ」

　艶めいて喘ぎながら、絶頂寸前まで追い上げられて。

　あともう少しで、手が届く。手を伸ばせば、恍惚の世界にたどり着ける。

　しかし、このたびもそこで終わり。

　アンジェリカの手は止まり、目前に迫った性の高みがまた遠のく。

「はふぁ……そ、そんなぁ……」

　くるおしくその場所に手を伸ばしかけて、真空パックされた腕は動かなかった。

「ひ、ひどいぃ……」

　求めても得られない絶頂への渇望に、コリーナが苦悶する。

　そしてそんな煩悶ですら、アンジェリカにとっては自らを昂ぶらせる官能のスパイスにしかならない。

「くふふ……うふふ……」

　妖しく嗤うアンジェリカの肉体から、いっそう激しく淫気が発散される。

　その淫気に呼応して膜が収縮、真空パックの締めつけが増す。

（苦しい、苦しい……でも）

　コリーナの肉体は、淫魔法に侵されきっている。

（だ、だから……）

　敏感すぎる状態の肉体をギチギチと締めあげられて、コリーナのくるおしさも増す。

　絶頂への、恍惚の世界の大いなる悦びへの渇望は、ますます強くなる。

　もうダメだ。アンジェリカの魔法だけじゃなく、自分の気持ちにも抗えない。

　しかしどれほど絶頂を望んでも、自らの力でそこにたどり着く術すべはない。

　アンジェリカに、懇願するしかない。懇願しよう。懇願して、甘美なる恍惚の世界に連れていってもらおう。

　そう心に決めて。

「い、イカせて……ください」

　絞りだすように小さな声で、でもイキたいという強い意思を込め、はっきりと告げた。

「お願いぃ、イカせてぇ！」

　あまつさえ、焦燥感もあらわに叫んでいた。

　直後、アンジェリカの紅い瞳が輝きを増した。

　唇の端を吊り上げて妖しく嗤い、振りかぶった鞭を、手首のスナップを利かせて──。

　ピシッ！

「はふぁああああッ！」

　打ちすえられた媚肉から、猛烈な快感が生まれた。

　その快感が、肉の芯を蕩かせる。蕩けた肉の核から、快感が広がる。広がった快感が、背すじを駆け抜ける。

「はひゃああああッ！」

　あられもなく嬌声をあげる。淫魔法の膜で真空パックされた身体が、ビクンと跳ねる。締めつけられた肉体を、張力に逆らってのけぞらせる。

　全身がこわばっているのに、フワフワと宙に浮いているような。浮きながら、際限なく落ちていくような。それでいて、高いところに押し上げられているような。

　あまりの快感に、肉体がドロドロに溶けてしまった気がする。溶けてしまった肉体が、真空パックの膜でようやく形を保っている感じ。

　そこで、なにかがきた。

　いや違う、コリーナがそこにたどり着いたのだ。アンジェリカが、連れてきてくれたのだ。

「ふひッ……グぅうううッ！」

　その悦びを高らかに叫び、コリーナがイク。

「ひグッ！　ひグひグぅうううッ！」

　清楚な令嬢の仮面をかなぐり捨て、本能のおもむくまま性の悦びを叫ぶ。

「ひぁあああッ！　ふひゃああぁあッ！」

　そして目を剝いてひときわ高く喘ぐと、真空パックの膜と甘美なる悦びに包まれて、コリーナは意識を手放した。





５章．ペット堕ち宣言




　たどり着いた恍惚の世界から、ゆっくりと下りてくる。

　少しずつ覚醒していく。感覚が戻ってくる。

　しかしまだ、身体に力が入らない。腑抜けたような肉体が、ときおりピクンと震える。

　ほかに代えがたい幸福感は、いつもより強い。性の高みの悦びも、ふだんより大きい。

　それもまた、完全態となったアンジェリカの淫魔法が強力だったせいか。

　それとも、淫魔法の膜で真空パックされたため、その効果をあますところなく全身で甘受してしまったせいか。

　いや、違う。

　幸福感がいつもより強いのは、悦びがふだんより大きいのは、きっと──。

「ふふふ……」

　耳元で、アンジェリカが笑う。

「ふふふ……」

　あお向けに倒れていた真空パックコリーナの上体を起こし、うしろから抱いて嬉しそうに笑う。

　いや、嬉しそうにじゃない。アンジェリカは、ほんとうに嬉しいのだ。

　その気持ちが真空パックの膜を通して伝わり、コリーナの気持ちも高めているから、いつもより幸福で悦びも大きいのだ。

「あぁ、コリーナ……わらわは嬉しいぞよ」

　アンジェリカが、喜びを素直に口にする。

『脱走の罰は受けねばならぬ。その罰を受けたあと、コリーナは真にわらわのものになる資格を得る』

　鞭の玩弄が始まる前、アンジェリカはそう言った。

　彼女はコリーナが罰を受けきり、その末に絶頂を懇願したことを、嬉しく思っているのだ。

　コリーナが自分のものになる資格を得たことを、心の底から喜んでいるのだ。

　その喜びが魔王の娘の表情をほころばせ、心を弾ませているのだ。

「で、でも……わたくしは……」

　まだアンジェリカのペットに、彼女の犬になったわけではない。

　恍惚の世界から下りてきたところでそう言いかけると、アンジェリカがコリーナの言葉を優しくさえぎった。

「わかっておる、コリーナ。今はまだ、喋るのもきつかろう。じゃから、しばし黙ってわらわの話を聞くがよい」

　そして背中からコリーナを抱いたまま、穏やかに語り始めた。

「コリーナ、そなたはまだ、わらわのペットになると誓ってはおらぬ。そして、わらわは絶頂後の恍惚を利用して、誓わせることもできた。事実、今までの女は、そうして堕としてきた」

　そのとおりだ。

　あの不思議な幸福感をともなう大きな悦びのなかでは、心の防御壁を失ってしまう。そんな状態でペット堕ちを誘われたら、迷わず受け入れてしまっただろう。

　彼女自身が言ったとおり、アンジェリカは今まで数多あまたの女を、そうして堕としてきたのだ。

「されどこのたび、わらわはそうしなかった。調教のための駆け引きはすれど、コリーナにだけはきちんと考えた末に、自ら望んでペットに堕ちてもらいたいからじゃ」

「な、なぜ……？」

「決まっておる。そなたが特別な女だからじゃ。大切なコリーナにだけは、自分の意思でわらわを選んでほしいのじゃ」

「と、特別……大切……？　わたくしのことが……？」

「そうじゃ。わらわはコリーナのことを特別に思い、ずっと大切に扱ってきた」

「あぁ……」

　それで、わかった気がした。

　ぶ厚い革の呪いの首輪も、拘束ミトンも。アンジェリカがキセルを変化させた拘束具は、いずれも柔らかく、しっとりと湿りけを感じるほど上質な革が使われていた。

　ペットとして、犬として飼うことだけが目的なら、頑丈さだけを追求したものでいいはずなのに、捕らえたコリーナの肉体に極力負担をかけない配慮がなされていた。

　それは、始めからコリーナのことを大切に思っていたからだ。

　エサを事前に試食し味見していたのも、少しでも快適に過ごさせるため。そのうえで双子のメイドに対し、細かな注文をしていたかもしれない。

　それにアンジェリカは、はじめは鞭を脅しのためにしか使わなかった。

　鞭を実際に使うときも本気では打たず、しかも淫魔法を効かせて純粋な痛みだけを与えないようにしてきた。

　そして最後は感じさせ、高めるためにしか使わなかった。

　それは、大切なコリーナを痛めつけたくなかったからだ。

『じゃが、怖れることはない。コリーナがあまりにもいやらしいゆえ、衝動を抑えきれず完全態になってしまったが、わらわがそなたを大切に想う気持ちに変わりはないぞよ』

　その言葉のとおりだからこそ、たとえ脱走の罰としてでも、痛みだけを与えることができなかったのだろう。

『コリーナはここで、永遠にわらわに飼われて過ごすのじゃから』

　ペットにすると宣言したとき、アンジェリカはたしかにそう言った。

　やはりそれは、アンジェリカの愛の告白だったのだ。

　ただ彼女の愛のかたちが、ふつうの人と違うだけ。

　ペットにして犬のように飼うという一見異常な行為は、愛する人を独占したいという欲求のあらわれ。彼女にとっては、至上の愛の表現だったのだ。

　初めての犬の躾をうまくこなしたとき、アンジェリカは慈愛に満ちた瞳で、優しく頭を撫でてくれた。

　そのときはわからなかったが、彼女の視線はコリーナへの愛ゆえのものだった。

　そしてきっと今も、あのときと同じ視線を向けてくれている──。

　コリーナがそこまで考えたところで、アンジェリカが言葉を続けた。

「わらわのそなたを大切に思う気持ちは、この先も未来永劫変わることはない。そのうえで、あらためてコリーナに問う」

　そしてコリーナを抱く腕にギュッと力を込め、耳元でささやいた。

「わらわのペットとなり、永遠の時をともに過ごさぬか」

「あぁ……」

　揺れる。揺れる。心が揺れる。

　フリーダとイングリッドが助けにきてくれるということは、今も露つゆほども疑っていない。

　しかし、コリーナは伯爵令嬢だ。もし助け出されて元の地位に戻れても、自由な恋愛は許されない。

　ほかの有力貴族との結婚か。あるいは有望な若者を婿に取るのか。いずれにせよ、それは政略結婚。コリーナが純粋に愛だけで結ばれることは、けっしてない。

　ならば、もうペットに堕ちてもいいんじゃないか。犬としてペットになるのは一見異常に思える行為だが、それでも純粋に愛で望まれて、アンジェリカのものになるほうが幸せなんじゃないか。

　そう考えて、コリーナはすぐ横にあるアンジェリカの頰に、自らの頰を寄せ──。

「なります……アンジェリカさまのペットに……。いえ、わたくしを、ペットにしてください」

　消え入りそうな声で、でも信念にも似た強い意思を込めて、きっぱりと告げた。

「おお、コリーナ……ついに……！」

　その宣言に、アンジェリカが感極まって表情を輝かす。頰を寄せ合っているから直接は見られないが、震える頰から、ぴったり背中にくっつけた胸から、抱きしめる腕から、その気配が伝わる。

「それではさっそく、コリーナをほんとうの犬にしてくれようぞ」

　そして高揚もあらわに、アンジェリカが呪文を詠唱した。

「わが愛しき女を犬にせよ……犬形態ドギー・デフォルマ」

　直後、コリーナの肉体を真空パックに捕らえたまま、淫魔法の膜が変形を始めた。

　もともと折りたたんでいた脚を、太ももの裏とふくらはぎがぴったりくっつくよう、ギチギチと締めあげる。

　後手に組んでいた腕が前に回され、脚と同じように、二の腕と前腕部が密着させられる。

　そして膜の中で拘束ミトンを嵌められたままの手が肩に密着すると、コリーナの手足は折りたたんだ状態で固定されていた。

「これにて、コリーナは完全なるペットに……わらわのヒトイヌに堕ちた！」

　そのことを祝うように華やいだ声音で宣言し、アンジェリカが呪いの首輪にあらためて鎖をつないだ。





６章．ヒトイヌとして




「コリーナがわらわの犬になった、祝いの品じゃ」

　そう言ってアンジェリカがキセルを変化させたのは、革巻きのリングに革のベルトが取りつけられた装具だった。

　それが、なにかはわからない。

　でも、アンジェリカが自分のために用意してくれたものだ。悪いものであるはずがない。

「口を開けるのじゃ」

　彼女が自分を大切に思ってくれていると知ったコリーナは、そう命じられて素直に従う。

　革巻きのリングを開けた口に押し込められても、抵抗したりしない。

「あぅう……」

　太めでやや奥ゆきのあるリングに口中の居場所を奪われ、開口部からてろんと舌を出すと、アンジェリカが慈しむような視線で訊ねた。

「リングと歯のあいだに、唇を挟んだりしておらぬか？」

「あはうい」

　その問いにうなずくと、頰に食い込むほどきつくベルトを締め込まれた。

　呪いの首輪や拘束ミトン、ほかの拘束具と同じく、アンジェリカのベルトの締め込みは容赦ない。

　しかし、強い痛みは感じない。

　それはほかの拘束具と同じく、新しい装具──リングギャグと呼ばれる開口式口枷──にも、コリーナの肉体を傷めないよう最大限の配慮がなされているから。

　コリーナを大切に思っているからこその優しさと、厳しい調教を可能とする細やかな配慮。

　それを身をもって実感していると、アンジェリカがコリーナの顔を覗き込んだ。

「かわいいのう、リングから舌を出して、まるでほんとうの犬のようじゃ」

　そして嬉しそうにそう言い、真空パック状態のままヒトイヌスーツドギースーツに閉じ込められたコリーナの身体を抱き、ゆっくりと前方に倒し始めた。

　折りたたまれた脚の、すね全体に体重がかかった状態から、膝立ちの状態へ。

　キュキュッとスーツどうしがこすれ合う音をたてながら、肘を床につけられる。

　四肢を折りたたんで拘束され、肘と膝で体重を支える状態。

　拘束ミトンの手を床についていたときより、さらに頭の位置は低い。

　そのため、アンジェリカの膝から下しか見えない。それで、彼女より圧倒的に下に置かれる身分になったのだと実感する。

　そのうえ、全体的に前屈みになったせいで、顔を上げているのも大変だ。

　おまけに──。

「あぅうッ!?」

　口中に溜まり始めていた涎よだれがリングの開口部から溢れ、舌を伝って床に落ちた。

「あぁあう……ッ!?」

　糸を引いて涎を反射的に吸い上げようとして、叶わなかった。

「あぅうぅ……」

　そのことに激しい羞恥を感じてうめくと、アンジェリカが紅い目を細めて妖しく嗤った。

「気にせずともよい。リングギャグを嵌められた者は、誰しもそうなる。そのことがわかっていて、わらわはそれをコリーナに着けたのじゃ」

　それは、犬のように舌を口から投げ出し、みじめに涎を垂らすコリーナを見たいということだろう。

　アンジェリカの愛を受け入れたうえは、彼女の望みどおりにされることはやぶさかでないが、やはり羞恥心は捨てきれない。

「恥ずかしいかえ？」

「あはぅい」

　楽しそうに問われ、素直にうなずくときにも、涎が溢れる。

　そのさまを見て満足げにうなずき、アンジェリカがコリーナの頰に手を当てた。

「それはまだ、そなたの精神が犬になりきっていないからじゃ。ほんものの犬は垂れる涎を恥ずかしがったりしない。コリーナが心身ともに犬になりきれば、自ずと羞恥心が生むつらさも消えよう。そしてそのとき……」

　そこでアンジェリカが紅い瞳を妖しく輝かせた。

「そのときコリーナの姿も、わらわのペットに、犬にふさわしいものとなるじゃろう」

「ぅええっ……？」

　どういうことだろうか。

　犬になりきれば、涎が恥ずかしくなくなるというのは、なんとなくわかる。でも、姿が犬にふさわしいものになるとは──。

「ふふふ……それは、いずれわかる」

　開口式リングギャグを嵌められた口では訊ねる術すべもなく、キョトンとしていると、アンジェリカが立ち上がって首輪の鎖を引いた。




　チャリ、チャリリ……。

　１歩１歩、肘と膝を運ぶたび首輪の鎖が揺れる。

「はふぅ、はふぅ、はふぅ」

　リングの開口部から舌を出し、呼吸を荒らげて歩く。

「うふふ……うふふ……」

　アンジェリカが楽しそうに笑いながら、新たに出現させたキセルの煙を吹きかける。

　その淫魔法の煙が、官能を煽る。呪いの首輪の効果は、以前と同じ。真空パック膜が変形したヒトイヌスーツの淫魔法も、相変わらず強力。

　そのうえコリーナをわがものにした喜びで、完全態アンジェリカの肉体から溢れる淫気は、さらに強くなっている。

　そのせいで、ひどい肉の疼きと火照りも、ずっと続いている。

「はふぅ、はふぅ、はふぅ……」

　火照りと疼きを抱えた肉体が生み出す吐息は、熱と甘みを帯びている。

　そして、真空パック快楽責めがもたらした最大級の絶頂の余韻が残る肉体は、いつもよりはるかに敏感だ。

　そのせいで折りたたまれて拘束された四肢を使って歩くたび、火照り、疼き、敏感な肉体が緩く刺激される。

　肘を運ぶたび乳房が揺れ、膝を動かすたび膜に媚肉がこすれて、少しずつ官能を煽られる。

　ヒトイヌスーツの紅い膜の奥で熱い蜜を溢れさせ、そのヌルヌルした感触にすら感じさせられる。

　そのせいでさらに官能を煽られながら、寝室を出て廊下へ。

　そこでまた、廊下の形が変わっていることに気づいた。

　とはいえコリーナはもう、アンジェリカが自由自在にダンジョン温泉の構造を変えられることを知っている。

　おそらく彼女は、これから歩くところに余人が立ち入れないよう、廊下の構造を組み替えたのだ。

　そう考え、ヒトイヌ姿を他人に見られる不安なく廊下を歩く。

「はふぅ、はふぅ、はふぅ……」

　不安がないぶん、煽られた官能が冷めることもない。

「はふぅ、はふぅ、はふぅ……」

　荒くなった呼吸が、治ることもない。

　しかしそれ以上、呼吸は苦しくならなかった。

　それどころか、体重がかかる肘にも膝にも、まったく痛みを感じなかった。

（どうして……？）

　そこでコリーナが疑問を抱いたことを察したのか、アンジェリカが首輪の鎖を引きながら口を開いた。

「コリーナ、そなたにはすでに、魔法による肉体強化を施しておる。アレッタとエレッタほど強力なものではないがな」

「ぅええっ……？」

　いつのまにと一瞬驚くが、それなら理解できる。

　肉体強化を施されたから、折りたたまれた四肢で四つ足歩行させられても、一定以上呼吸が苦しくならないのだ。体重がかかる肘や膝が痛くならないのだ。

　そして肉体強化が双子のメイドほど強力でない理由も、アンジェリカは教えてくれた。

「あのふたりは魔族と人間のハーフ。その身に受け入れられる魔力の総量が、純粋な人間のコリーナとは違うのじゃ」

　では、アレッタとエレッタは、どれほどの肉体強化を施されているのか。

「ふたりの話、憶えておるか？」

　それは、コリーナが落ちた穴が、ふたりが地上へおつかいに出る近道だったという話。

「コリーナが滑り落ちるのを止められなかった急傾斜を、ふたりは楽に登れるのじゃ。それだけではない。わらわの魔法結界を出た近道の入り口まで、ふたりは鼻歌を歌いながら、魔物どもを討伐しつつ歩いておる」

「あぁ……」

　それで得心した。

　コリーナのお尻の下でオークが伸びていたのは、もともとアレッタかエレッタに倒されていたからだ。

　ゴブリンの群れがすぐに襲ってこなかったのは、双子メイドと同じ年頃の愛らしい少女は強いものとすり込まれていたからだ。

　同時に、嬉しい気持ちにもなった。

　アンジェリカがヒトイヌ強制歩行で身体に過度な負担がかからぬよう、配慮してくれていることに。

　肉体強化を施し、その秘密を話してくれたことで、アレッタとエレッタも含めてダンジョン温泉の家族と認められたようで。

　肉の火照りと疼き、官能の高まりのなかに、その喜びも感じる。

　チャリ、チャリリ……。

　首輪の鎖が揺れるのは、鎖がぴんと張っていないから。無理に歩かされているのではなく、アンジェリカがコリーナにペースを合わせてくれているから。

　羞恥と屈辱の四肢拘束四つ足歩行を強いられながらも、そのことに気持ちが満たされる。

　喜び満たされて、ますます肉が火照り、疼く。官能を煽られ、性感が高まる。

「はふぅ、はふぅ、はふぅ」

　呼吸を荒げながら廊下の曲がり角を折れると、正面に鏡が設えられていた。

　魔法でダンジョン温泉内を自由自在に改装できるアンジェリカが、コリーナに自分の姿を見させるために用意したものだ。

　ぴっちり肌に貼りつき、ところどころ透けた扇情的な装束スーツのアンジェリカ。

　その装束と共通の意匠のヒトイヌスーツに閉じ込められ、首輪の鎖を引かれるコリーナ。

　少し前なら目を背けてしまったであろう光景に、今は魅入られてしまう。

　アンジェリカの扇情的な装束にさらに官能を煽られ、床のタタミに点々と涎の糸を垂らす自分の姿にも、性感が高まってしまう。

（大切に思われ、配慮され、みんなと家族になれたんだもの……もう、わたくしは犬でいい。いえ、アンジェリカさまの犬でありたい）

　高まる性感に蕩ける頭で、そう思ってしまう。

　そのときである。

　ヒトイヌスーツの膜が、首輪のラインを超えて前は顎のすぐ下まで、うしろは後頭部にまで達していることに気づいた。

（たしか……）

　真空パック拘束のときも、それがヒトイヌスーツに変化したときも、膜の境界線は首輪の下端に沿っていたはず。

（どうして……？）

　膜が伸びているのか。一瞬考えて、アンジェリカの言葉を思い出した。

『コリーナが心身ともに犬になりきれば、自ずと羞恥心が生むつらさも消えよう。そのときコリーナの姿も、わらわのペットに、犬にふさわしいものとなるじゃろう』

　つまり、そういうことだ。

　ヒトイヌ姿の恥ずかしさが薄れ、心身が犬に近づいたから、膜が成長。上端が顎から後頭部のラインに達したのだ。

　そうと思い知らされながら。角を曲がる。

　チャリ、チャリリ……。

「はふぅ、はふぁ、はふぁ」

　鎖が揺れる音と甘みを増した吐息を交錯させながら、さらに次の角。

　そこにまた、鏡がしつらえられていた。

　チャリ、チャリリ……。

「はふぁ、はふぁ、はふぁ」

　近づいていくと、紅い膜はさらに成長していた。

　前側の上端は、すでに顎のラインを超え、唇のすぐ下まで達していた。そこから耳の下を通り、うしろは束ねた髪の結びめのすぐ下にまで及んでいた。

（どうりで、首を動かしにくいはず）

　わが身を確認して、抱いた感情はそれだけ。

　顔まで膜に覆われ始めたことに、とまどいはない。独特の光沢を放つ紅い膜の上を涎が滑り落ちても、もう羞恥も屈辱も感じない。

（わたくしは、アンジェリカさまの犬だから……）

　犬としてあたりまえのことを、犬が恥ずかしがるわけがない。

　そう考えながら角を曲がったところで、視界の下端に紅いものが見えた。

　さらに歩くと、距離が近すぎるゆえ焦点は合わないが、その紅い物体が体積を増した気がした。

　同時に、お尻の穴になにか細く湿りけのある物体が侵入してきた。

「あうっ!?」

　意識もしなかったところへの、あまりにあっけない挿入に驚くと、アンジェリカの声。

「うふふ……ついに始まったようじゃな」

　成長した膜のせいで首は回しにくいので、目だけを動かしてアンジェリカを見ると、彼女は妖しく嗤っていた。

「膜の変化は顔の部分だけではない。お尻の部分も変化し、尻尾が生え始めておる。そして表側に尻尾が生えたぶん、裏側、すなわちコリーナの肉体側にも、膜は成長しておるのじゃ」

（そ、それは、つまり……？）

「表側に生えた尻尾と同じだけ、コリーナの肛門に栓をするように、成長した膜が挿入されるということじゃ」

「うぉんあそんな……」

　肛門に異物を挿入されるなんて想像だにしていなかったコリーナは、その言葉に愕然としつつも、歩みを止めなかった。

　それは、飼い主たるアンジェリカが歩みを止めない以上、飼い犬たる自分が止まることはできないから。

　思考を介することなくそう思うほど、コリーナはアンジェリカのペットに、彼女の犬に堕ちていたから。

　それゆえに、ヒトイヌスーツの成長も止まらない。

　また曲がり角。そこを曲がると、また鏡。

　進行方向の鏡を否応なく見せられると、紅い膜は鼻まで覆い尽くしていた。そのうえで、犬の鼻と口のように形を整えられていた。

「成長した膜は挿入時、小指より細い。それゆえ、あっけなく簡単に挿入された。そしていったん挿入された膜は次第に太く長くなり、コリーナの肛門を拡張してしまうのじゃ」

　アンジェリカの言葉のとおり尻尾もますます成長し、その内側で挿入された異物も太く長くなり、コリーナの肛門をみっちり塞ぐ肛門栓アナルプラグと化した。

　あらかじめ細い状態で挿入されていたため、少しずつ拡張するように膨らんでも、痛みは感じない。

　とはいえ、肥大したプラグに肛門を抉えぐられる圧迫感は相当なもの。

　おまけに、コリーナは歩かされている。

　１歩膝を運ぶたび、お尻の肉も動く。連動して、プラグも動く。

　お尻の肉の動きに合わせて、括約筋にも力が入る。挿入されたプラグを、食い締めてしまう。

「はふぁ、あふぁ、あふぁ……」

　肛門に快感が生まれ、甘い吐息に艶が混じった。

（なぜ？　どうして？）

　ただの排泄器官としか思っていなかった場所で感じてしまい、とまどう。

「肛門が気持ちいいかえ？　じゃが、それは驚くことではないぞよ」

　そこでコリーナの動揺を感じ取り、アンジェリカが口を開いた。

「肛門で感じるのは、ごくあたりまえのこと。人の身体は、そこで快感を得るようにできておるのじゃ」

　その理由を、人ならぬ身のアンジェリカは知らない。しかし魔王の娘は、人間の女がそこで感じることを、経験上知りつくしている。

　同様に、アンジェリカに出会うまで性的な経験がなかったコリーナも知らない。しかし元伯爵令嬢は、今やアンジェリカに絶対的な信頼を寄せている。

（ああ……ここで感じるのは、人としてあたりまえのこと……）

　それゆえに、コリーナはそう思い込まされる。

　思い込まされて、火照り疼き続ける肉体を、そこで満足させようとする。

　そしてそのために、コリーナが特別なことをする必要はなかった。

「あふぁ、あふぁ、あふぁ」

　膝を運ぶたび、挿入されたプラグが肛門を抉る。

　プラグで感じるところを刺激されて、艶めいた吐息を漏らす。

「あふぁ、あふぁ、あふぁ」

　吐息とともに開口式リングギャグの口から溢れた涎が、犬の口のように成形された膜のマスクからこぼれる。

　その口からてろんと飛び出した舌は、コリーナ自身のものではない。それもまた、膜が変化した犬マスクの舌である。

　ヒトイヌスーツの膜がぴっちりと貼りつく媚肉から、トプンと熱い蜜を溢れさせる。

　その蜜が密封されたスーツの中で、ヌルヌルとした妖しい感覚を生む。

「あふぁ、あふぁ、あふぁ」

　スーツの中でお股をじゅくじゅくに濡らし、タタミの上に点々と涎の跡を残しながら角を曲がると、そこにまた鏡。

　膜のマスクはついにコリーナの頭を覆い尽くし、彼女の身体で露出しているのは、赤みがかった金髪のポニーテールと碧の瞳だけだった。

　お尻に生えた尻尾はほんものの犬のようになり、その奥では巨大なサイズに成長したプラグが、元令嬢の肛門をくるおしく抉っていた。

　そのみじめきわまる姿にも、もうコリーナが羞恥心や屈辱感を抱くことはない。

　身も心も紅い膜の犬になりはてたコリーナは、ただお尻の快感だけを求めて歩き続ける。

　さらに角を曲がると、そこにも鏡。

　頭を覆い尽くしたマスクはさらに変形し、側頭部から頭頂部にかけて、ほんものの犬のような耳が生えていた。

「あぅぁ、あぅぁ、あぅぁあ」

　犬マスクの下の開口式リングギャグの口から漏れる吐息は、もはや喘ぎ声でしかない。

「ぅあぁあ、あうぁああん」

　自らが漏らす悦びの声も、膜の犬耳から聞いている気がする。

　膜が変形した犬の口は、もはやコリーナの口そのものに思える。そこからてろんと放り出した舌も、自分自身の舌にしか見えない。

　喘ぎながら拘束された四肢をついて歩く姿は、完全なる膜の紅犬だ。

　そのことにもまた、コリーナは羞恥や屈辱を感じない。それどころか、完全なるヒトイヌに堕ちたことに、喜びすら感じてしまう。

　それでますます官能を煽られ、性感を高め、肛門で感じてしまう。

「あうぁあ、ぅあぁああん」

　あられもなく喘ぎながら、快感を求めて歩き続ける。

　鏡に映る屈辱的な紅犬姿も、四肢を折りたたんで拘束するヒトイヌスーツの締めつけすらも、今はもう快感を増幅させる効果しかない。

　尻尾の奥のプラグを食い締めて、肛門の感じるところを抉られて、コリーナは──。

「あふぁああぁああッ！」

　そこで艶めいて喘ぎ、コリーナがヒトイヌスーツの閉じ込められた身をピクンと跳ねさせた。

　肛門性感による小さな絶頂。低い頂。

　そこにたどり着き、立ち止まっても、アンジェリカはコリーナを責めたりしなかった。

「それだけでは足りぬであろう？」

　ピクリピクリと身を震わせるコリーナに、優しく訊ねただけだった。

「あうぅはい……」

　その問いに迷いなくうなずくと、また首輪の鎖を引かれる。

　それは、歩けの合図。もとより異存があるはずもなく、さらなる肛門性感を求めて素直に従う。

　コリーナの小さな絶頂に煽られ、アンジェリカも昂ぶり始めたのか。それで、完全態の装束から発散される淫気が増大したせいか。

　それとも絶頂直後で肉が敏感になり、感じやすくなったせいか。

　おそらくその両方で、先ほどまでより肛門の快感が大きい。

　１歩、また１歩、肘と膝で歩く。その動きだけでプラグに肛門を抉られ、性感を高める。

　そしてまた角を曲がり、鏡の前まで来たとき。

「あう、ぁああッ……ッグッ！」

　また、イッてしまった。

　今度の頂は、さっきより高い。たどり着いた悦びも、今しがたより大きい。

「んあぁ……んグぅうぅ……」

　立ち止まってピクピクと身を震わせていると、アンジェリカの脚が目の前にあった。

　急に飼い主が愛おしくなり、犬マスクの顔を脚にすりつける。

「くぅん……くぅん……」

　甘える犬のような、いや甘える犬そのものの声を喉から絞りだし、愛しい飼い主を求める。

「コリーナ、なんと愛らしいのじゃ！」

　そこで、アンジェリカが感極まったように叫んだ。

「もう辛抱たまらぬ。わらわは愛らしいコリーナを、めちゃくちゃにしたくなったのじゃ！」

　そして肘と膝の四つ足立ちのコリーナの前にひざまずき、右手のキセルをくるりと回した。

　すると紅いキセルが、アンジェリカの手の中で薄桃色の燐光になった。

「くくく……」

　薄く嗤いながら脚を軽く開き、アンジェリカが燐光をまとった右手を股間に当てる。

　開いた脚のつけ根、ぴっちり貼りつく装束の上から、くっきり形を浮き立たせた媚肉に燐光が触れる。

「あっああぁああッ！」

　直後、アンジェリカが艶めいて喘いだ。

「あっふあぁ……」

　そして艶のある吐息を漏らしながら右手を離すと、そこに燐光の屹立が生まれた。

「くっ、ふふふ……」

　紅い瞳を蕩けさせて嗤うあいだに、燐光の色が濃くなる。濃くなるとともに光が消え、ぴっちり貼りつく装束と同じ色、質感の屹立になる。

「うあッ……!?」

　それを見て、コリーナが短く悲鳴をあげた。

「怖いか、コリーナ？」

　怖ろしい。アンジェリカのことが怖いわけではないが、その屹立は怖ろしい。

　その気持ちを込めてうなずくと、アンジェリカが紅い膜に覆いつくされたコリーナの頭に手を当てた。

「そうか……じゃが、怖れることはない。よく見るがよい、これと同じものが、すでにわらわの膣な内かにも挿は入いっておる」

「ぅええっ……!?」

　言われて見ると、屹立の根元は装束ごしに輪郭を浮き立たせた媚肉をかき分け、その奥に消えていた。

「わかったかえ、これよりそなたは、わらわと一緒に淫魔法の屹立にて貫かれるのじゃ」

　アンジェリカに出会うまでいっさい性体験がなかったコリーナにも、その光沢を放つ紅い屹立が貫く場所がどこか、考えなくてもわかる。

「ぅあぅあそんな……ッ!?」

　思わずあげてしまったとまどいの声は、言葉にならなかった。

　しかもその声には、蕩けたような響きがあった。

　そう、コリーナは怯えているわけではなかった。ただ、心の準備ができていなかっただけだ。

　そして心の準備はできていなくても、肉体の準備はできている。

「ふふふ……」

　薄く嗤ったまま、アンジェリカの手が移動する。

　頭頂部から後頭部へ、露出したポニーテールの髪を指で梳すき、背中へ。

「はあぁ、はっはぁ……」

　指が触れた場所に、ゾクゾクと妖しい感覚が生まれる。

「はあっ、あぅあぁん」

　キュッと肛門のプラグを食い締めてしまい、艶めいて喘ぐ。

　それでまた感じてしまい、媚肉からトプンと蜜を溢れさせてしまう。

　背中から腰、腰からお尻。指を這わせながら、アンジェリカ自身もコリーナのお尻のほうに回り込んでいく。

「あぅあ、ぅあぁあん……」

　ますます声に艶が増してきた。ゾクゾクする感覚も強くなってきた。

　それが快感だとはっきり認識したところで、アンジェリカが真うしろで膝立ちになる。

「ふふふ……」

　鏡のなかで、唇の端を吊り上げて嗤う愛しい飼い主と目が合った。

「あうぁあぁああッ！」

　その刹那、ヒトイヌスーツの上からなにかが押し当てられ、紅い膜に包まれた媚肉を猛烈な快感が襲った。

「んぁああぁああッ！」

　艶めいて喘ぎ、全身を覆うヒトイヌスーツの紅い膜の中で、熱い蜜が溢れた。

　そうだ。コリーナの媚肉は膜の中。そしてみっちりと貼りつき、ギチギチと締めつけるヒトイヌスーツには、いっさいの開口はない。

　どうやって、そこに屹立を挿入するというのか。

　それに、コリーナの媚肉の横には折りたたまれた脚がある。

　その膝から下の部分が邪魔になり、屹立を押しつけることはできても、挿入までは難しいのではないか。

　そのことがふと気になったとき、アンジェリカが、妖しい光を宿した瞳を細めた。

「案ずるな。わらわが屹立を自らに挿入するところ、そなたも見たであろう？」

　そこで、アンジェリカがわずかに腰を突き込んだ。

「わらわの装束も、コリーナのヒトイヌスーツも、そしてこの屹立も、すべて淫魔法が形になったもの。元は同じ、わらわの淫魔法。すなわち……」

　直後、媚肉を屹立がかき分けた。

「あぅあ……ッ!?」

　そこはいまだ誰にも侵入を許したことがない場所。屹立を挿入されれば激しい痛みを感じるはずが、快感しか覚えなかった。

（スーツの膜があるはずなのに、脚が邪魔になるはずなのに、初めては痛いはずなのに……どうして？）

　とまどいを感じながらも考え、鏡を見てすぐ気づく。

　コリーナのお尻の向こう、アンジェリカの股間と接するあたりには、淫魔法が発動したときの薄桃色の燐光が生まれていた。

　そう、それらはすべて淫魔法の仕業。

　膜も屹立も淫魔法が作り出したものだから、開口部がないはずのヒトイヌスーツを貫通して、挿入することができるのだ。

　脚が挿入の邪魔になっても、アンジェリカの意思ひとつで、屹立の長さも太さも自由自在に変えられるのだ。

　そして鞭の打擲でも痛みを感じず、快感しか生まれなかったように、淫魔法の効果で処女地を犯されても痛くないのだ。

「どうやら、理解したようじゃのう」

　蕩けたように言いながら、アンジェリカが少しずつ腰を突き込む。

「あぅ、あぅあぁああッ！」

　ビリビリと痺れるような快感が、媚肉から生まれる。その快感が肛門性感と一体になり、下半身を蕩けさせる。

　そこで、アンジェリカがいったん挿入を止めた。

「ここにコリーナの処女の証がある。これよりわずかでも突き挿入いれれば、コリーナは無垢な身ではなくなる」

　それは、処女を失うということだ。乙女ではいられなくなるということだ。

　貴族の令嬢は婚姻時、無垢な肉体でなくてはならない。つまり、もう二度と伯爵令嬢には戻れなくなるということだ。

　とはいえ、コリーナはすでにアンジェリカのペットだ。魔王の娘のヒトイヌだ。もう、伯爵令嬢に戻るつもりはない。

「このまま、コリーナの処女地を犯すぞよ？」

　そうしたいという願望もあらわに、アンジェリカが訊ねる。

「あう……」

　その言葉に、間髪入れずコリーナがうなずく。

　その刹那、アンジェリカが腰を突き込んだ。

　プチッと、肉の奥でなにかが突き破られる。

「くくく……」

　アンジェリカが嗤う。

「あぅあああぁああッ！」

　コリーナが喘ぐ。

　ついに、アンジェリカに処女を奪われた。愛しき魔王の娘に捧げてしまった。

「ああっ、ついにコリーナが完全にわらわのものに！」

　その喜びを、アンジェリカが言葉にして叫ぶ。

「あぅああッ、あぅあぁんッ！」

　言葉にはならずとも、コリーナも同じ喜びを共有して喘ぐ。

　正面の鏡に映るのは、紅いヒトイヌのコリーナ。その背後から、ヒトイヌコリーナを犯すアンジェリカ。

　獣の交尾のごときあさましい姿を見せつけられても、彼女に飼われるヒトイヌとして犯される悦びに満たされるのみ。

[image: ]

　もう、戻れない。元令嬢コリーナは、ヒトイヌに堕ちきった。

　もう、戻らない。誰が助けにきても、ここでアンジェリカのヒトイヌとして暮らすと決めた。

「おお、コリーナ、コリーナ！」

　その気持ちが伝わったのだろう。感極まってコリーナの名を呼びながら、アンジェリカが屹立を深く突き挿入れる。

　彼女の高揚に比例するように、淫魔法の光が強くなる。コリーナの悦びも大きくなる。

「あうあ、あんぁうあぁあぁアンジェリカさまッ！」

　その悦びに蕩け、コリーナもアンジェリカを呼んだところで、奥まで挿入された。

　肛門をプラグで、膣内を淫魔法の屹立で、精神を悦びで満たされて。

「コリーナ、コリーナ……」

「あんぁうあぁあぁアンジェリカさま……」

　陶然と名を呼び合ってから、アンジェリカがゆっくり引いていく。

　その動きに、乱暴さはない。

　自在に形や硬さを制御できる淫魔法の屹立にも、引っかかりすぎるところはない。

　初めてのコリーナが気持ちよくなるために、最適な動きと形。

　それがプラグに抉られる肛門の快感とひとつになり、コリーナを蕩けさせる。蕩かして、圧倒的な快感に酔わせる。

　蕩けきった頭では、もうなにもわからない。なにも考えられない。

　潤んでぼやけた瞳に映るのは、紅いヒトイヌの自分と、その身をうしろから犯す愛しいアンジェリカだけ。

　接合部に生まれた淫魔法の光は、まばゆいほどになっていた。

　それほどまでに昂ぶっているのに、アンジェリカの動きはけっして乱暴なものにはならない。

『愛らしいコリーナを、めちゃくちゃにしたくなったのじゃ！』

　コリーナを犯す前の言葉とは裏腹。

『そなたを大切に思う気持ちは、この先も未来永劫変わることはない』

　その誓いを守り、コリーナに快感しか与えない。

　淫魔法の効果とアンジェリカの配慮のおかげで、処女喪失にはつきものの破瓜の痛みもなく、あるのは愛しい女ひ性とのものにされる悦びのみ。

　その悦びに満たされながら、再び奥まで突き込まれる。

「あぅああっああッ！」

　さらなる快感と悦びに襲われ、あられもなく喘ぐ。

「ぅあああぁああんッ！」

　突き込まれた屹立が引いていくといっそう快感と悦びが大きくなり、前後不覚に喘ぐ。

　喘ぎながら、一直線に高められていく。

　紅いヒトイヌとして、犬のようにうしろから。

　恋人として、大切なものを扱うように慎重に。

　アンジェリカに犯されながら、身も心も、なにもかも魔王の娘のものにされていく。

　つい今しがた、最高峰と思っていたところより、さらに高い場所まで連れていかれる。

　気持ちいい。気持ちいい。気持ちよすぎて、気持ちいいこと以外はどうでもいい。

　染められる。染まっていく。コリーナの中が、アンジェリカ一色になっていく。

　そして──。

「ぁうああぁああんッ！」

　艶やかに喘ぎ、たどり着いた。

「あんぁうあぁあぁアンジェリカさまッ！」

　愛しい飼い主の名を呼び、ブルリと身を震わせた。

「ああッ、コリーナ、イクのじゃな!?」

　そのことが、アンジェリカにも伝わる。

「コリーナ、わらわも一緒に……ッ！」

　伝わって、彼女も恍惚の世界に押し上げる。

「気持ちいいぞよ、コリーナ！　これほどまでに気持ちいいのは、わらわも……はぁあッ！」

「あんぁうあぁあぁアンジェリカさまッ！　ぁあぅああわたくしも……ぁああッ！」

　そしてひときわ高く、艶めいた嬌声をあげ、ふたり同時に恍惚の世界に、大いなる悦びの世界に──。

「あぅああぁあッ！　ぁああああぁああッ！」

　コリーナとアンジェリカは一緒に飛び込んだ。




「あぅ、ぅあ、あっ……」

　四肢を折りたたんで拘束され、肘と膝をタタミについたまま、コリーナがときおりピクンと震える。

　手足に、いや全身にまったく力が入らない。それでも四つ足のまま立っていられるのは、ヒトイヌスーツの拘束力のおかげ。

　そうでなければ、おそらくコリーナは床の上にぶざまに這いつくばっていただろう。

　そんな状態で恍惚の世界に漂っていると、アンジェリカが横から抱きしめてくれた。

「かわいかったぞよ、コリーナ」

　そして、耳元で優しく囁いてくれた。

（アンジェリカさまも、素敵でした）

　言葉にはできなくても、その思いを込めて鏡ごしに愛しい人を見ると、もっと強く抱きしめてくれた。

　愛しい、愛しい。自分を捕らえ、ペットの身分に堕としたアンジェリカが、今はたまらなく愛しい。

　抱きたい、抱きしめたい。自分を優しく抱いてくれるアンジェリカを強く抱き返したい。

　でも、ヒトイヌコリーナには、人としての愛情表現はできない。

　とはいえ、その不自由さもアンジェリカが与えてくれたもの。

　完全にペットに堕ちきったコリーナは、その不自由さにも悦びを見いだしてしまう。

　アンジェリカの望むとおりにされたことを、このうえなく嬉しく思ってしまう。

　そんな愛しい女性に処女を捧げられたことに至上の幸福を感じながら、コリーナはあらためて、永遠にアンジェリカのペットとして暮らすことを心に決めた。





終章．ヒトイヌ暮らしのなかで




「ありがとうございましたぁ～」

「またのお越しを～」

　アレッタとエレッタが、小首をかしげて挨拶する。

「お世話になったわね、また来るわ」

　ふたりにそっけなく答えた女冒険者が、その隣にいたコリーナを見て相そう好ごうを崩した。

「コリーナちゃあん、また来るねえ」

　そう言うとしゃがみ込み、双子のメイドに対するときとはうって変わった態度で、紅いヒトイヌ姿のコリーナの頭を撫でた。

　コリーナにはアンジェリカの幻影魔法がかけられている。そのため女冒険者の目には、彼女がほんものの犬に見えているのだ。

「うーん、コリーナちゃんはかわいいなぁ……できることなら、連れて帰りたいのだけれど」

　そう言われて、コリーナはとまどった。

　もし女冒険者に連れ帰られたら、アンジェリカに会えなくなってしまう。

「ダメなのですぅ」

「コリーナちゃんは、おかみさんのペットなのですぅ」

　そこで、アレッタとエレッタが助け船を出してくれた。

「お客さま、困ります。コリーナはわらわの大切な家族ゆえ」

　妖艶にほほ笑みつつも、断固たる意思を込めて、アンジェリカが拒絶してくれた。

　そのことが嬉しくて、愛しい飼い主にすり寄る。

「くぅん、くぅん……」

　ほんとうの犬のように鼻を鳴らし甘えて、キモノごしに脚に頰をすりつける。

　そのようすを見てため息をつき、女冒険者は名残惜しげに去っていった。




　あれから──。

　完全態のアンジェリカにペットになると誓い、完全なるヒトイヌにされ、処女を捧げてから、コリーナはそのままの姿で暮らしていた。

　昼はダンジョン温泉の看板犬として、逗とう留りゅうする女冒険者のお出迎えとお見送り。

　夜はアンジェリカの寝室で愛玩され、恍惚のなかで眠りに落ちる。

　ときどきヒトイヌスーツから解放され、ふたりで温泉に浸かることもある。食餌のときは犬マスクとリングギャグを外してくれ、ふたりで話すこともある。

　そのなかで、アンジェリカはさまざまなことを語ってくれた。

　魔界のこと。双子のメイドとの出逢い。魔界の門を通り、ダンジョンに出てきたときのこと。ダンジョン内の魔物討伐。そして、ダンジョン温泉の隠された秘密。

　そんな会話のなかで、コリーナはアンジェリカに訊ねられた。

「コリーナよ、なにか望むことはないか？」

　あった。ぜひにと頼みたいことがあった。

　でも、その望みを口にすることはためらわれた。

「わかっておるぞ。コリーナの望み」

　すると気配を察したアンジェリカが紅い目を細めた。

「わらわにとってはコリーナ、そなたが一番大切な人。じゃが、その次に大切な者もおる」

　それは、アレッタとエレッタだ。魔界からこのダンジョンに出てきたときから、ふたりはアンジェリカに仕えてきた。

「そしてコリーナ、そなたにも、わらわの次に大切な者がおる。違うか？」

　そのとおりだった。

「わらわがアレッタエレッタとともにあるように、コリーナもその者どもとともにいたいと思っておる。違うか？」

　アンジェリカには、すべてお見通しだった。

　遠くにいて容易に会うことも叶わないが、光輝くその姿を思い出すだけで、コリーナに勇気を与えてくれる憧れの女ひ性と。

　常に近くに在って、いつも厳しくも優しくコリーナを教え導いてくれる親しい女ひ性と。

　アンジェリカやアレッタエレッタのみならず、彼女たちとも一緒に暮らせたら、どれだけ幸せだろう。

「案ずるな、コリーナ。わらわはそなたの想いをひとり占めしようとは思わぬ。ただ、わらわがそうであるように、このアンジェリカのことを一番と思っていてくれればよい」

　そこで、アンジェリカが唇の端を吊り上げた。

「それに、そなたがともにいたいと思っている者のうち、ひとりはじきにここを訪れよう。そのとき……」

　そして続く言葉を耳打ちされたとき、コリーナの顔にもアンジェリカと同じ種類の笑みが浮かんでいた。


（了）







著者紹介




著者

田た中なかまさみ




「どもども、田た中なかです」

「わらわがアンジェリカ・アン・バルベルじゃ」

「な、なん……ば、ば……？」

「失礼な。たしかにわらわは齢よわい５００に達しようとしておるが、けっして婆ばばではないぞよ……って、そなた、このネタ気に入ったようじゃの。今後も繰り返し使われる気がするぞよ」

「あはは……」

「それはさておきじゃ。田中よ、なにゆえここにおる？」

「い、いや……よくある『あとがきで作者と登場人物が会話するやつ』をやろうかと……」

「馬鹿者。ここは男の冒険者でたどり着いた者はおらず、訪れた女の冒険者の一部は戻ってこないというダンジョン温泉じゃ。作者とはいえ男の逗とう留りゅうは許さぬ。早々に立ち去るがよい」

「そ、そんな……担当さんから早くあとがきを書けと言われてるし、アンジェリカさまはいくらお呼びしても来てくれないし……」

「そなたの事情など知らぬ。それに女主人たるわらわが、ダンジョン温泉を離れるわけにはいかぬ」

「で、ですから、こうして……」

「問答無用じゃ、強制排除！」

「あ～れ～～～～～」




「ふう、まったく油断のならぬ奴。二度と来られぬよう、魔法結界をもっと強くせねばならぬのう……ともあれ、わらわを美しく妖艶に描いてくださったイラストレーターのぷりんぷさま、関係者さま、なにより本書をお買い上げいただいた皆さまに感謝なのじゃ」

「次はアレッタも大活躍したいのですぅ」

「エレッタも出番が欲しいのですぅ」

「うむ、あいわかった。次の巻ではそなたらの活躍も期待しておるぞ」

「わーい、楽しみなのですー！」

「それでは皆さま、次は２巻でお会いするのですー！」
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